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１．調査概要 

１－１ 調査目的 

微小粒子状物質(ＰＭ2.5)は、平成 21年 9月に環境基準が定められたが、多くの地点で環境基準

を達成できていない状況にあるため、削減対策を検討する必要がある。 

しかし、ＰＭ2.5は、発生源から直接排出された粒子(一次粒子)と、大気中に排出されたガスが

反応して生成した粒子(二次粒子)から成り、発生源も多岐にわたっている。さらに、どのような

発生源から排出された大気汚染物質がどの程度ＰＭ2.5 の生成に寄与しているか現状では明らか

になっていない。 

そこで、ＰＭ2.5に含まれる成分濃度の地域特性やＰＭ2.5濃度が高くなる原因、さらに、発生源

の種類や寄与割合を明らかにし、地域毎の特性に応じた効果的なＰＭ2.5対策を検討するため、大

阪府における大気汚染の常時監視の一環としてＰＭ2.5に含まれる成分の分析を実施している。 

なお、３－３、３－４においては、府域における詳細な解析を行うため、ＰＭ2.5に含まれる成

分濃度の地域特性やＰＭ2.5濃度が高くなる原因について、今回調査を行った地点以外に大阪市及

び堺市の調査結果もあわせてとりまとめた。 

 

１－２ 調査内容 

調査は、微小粒子状物質（ＰＭ2.5）の成分分析ガイドライン（平成 23 年 7月）及び大気中微小

粒子状物質（ＰＭ2.5）成分測定マニュアル（平成 24 年 4月）に準拠して実施した。 

１－２－１ 測定地点 

 試料捕集は、表 1-2-1に示すとおり、一般環境大気測定局 2地点、自動車排出ガス測定局 1地

点の 3地点で実施した。測定地点の位置を図 1-2-1に示す。 

 

表 1-2-1 測定地点 

局種別 地点 所在地 周辺状況 

一般環 

境大気 

測定局 

泉大津市役所 

(以下、「泉大津」と記す。) 

泉大津市東雲町 

９－１２ 

地点の近傍に目立った固定発生源はな

いが、北西から北の方向１km 付近に堺

泉北臨海工業地域が広がる。 

富田林市役所 

(以下、「富田林」と記す。) 

富田林市常盤町 

１－１ 

地点の近傍に目立った固定発生源はな

いが、西約 500m には、北東方向に国道

170号が走っている。 

自動車 

排出ガス 

測定局 

カモドールＭＢＳ 

(以下、「高石」と記す。) 

高石市西取石 

６－１１－１ 

地点の近傍に目立った固定発生源はな

いが、前面には国道 26 号があり、平成

22年度全国道路・街路交通情勢調査（道

路交通センサス）によると、昼間 12 時

間の交通量は 49,726 台、大型車混入率

は 8.8％である。また、北西方向 2km付

近に堺泉北臨海工業地域が広がる。 
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■ 
泉大津市役所 

 

一般環境大気測定局  ■ 

 

自動車排出ガス測定局 □ 

 

 

図 1-2-1 測定地点位置図 

 

 

出来島小学校 
（大阪市測定地点） 

□ 

 

 

■聖賢小学校 
（大阪市測定地点） 

■三宝 
（堺市測定地点） 

■富田林市役所 

□カモドールＭＢＳ 
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１－２－２ 測定期間 

試料捕集は、季節毎に 14 日間ずつ実施した。表 1-2-2に試料捕集を実施した測定期間を示す。 

 

表 1-2-2 測定期間 

季節 測定期間 

春季 平成 24年 4月 18 日(水)～ 5月 2日(水) 

夏季 平成 24年 7月 26 日(木)～ 8月 9日(木) 

秋季 平成 24年 11月 1日(木)～11月 15日(木) 

冬季 平成 25年 1月 24日(木)～ 2月 7日(木) 

        ※1日(10 時から翌日 9時の 23時間)×14回×4季節 

 

１－２－３ 分析項目 

（１） ＰＭ2.5質量濃度 

（２） イオン成分（9項目） 

塩化物ｲｵﾝ(Cl-)、硝酸ｲｵﾝ(NO3
-)、硫酸ｲｵﾝ(SO4

2-)、ｼｭｳ酸ｲｵﾝ(C2O4
2-)、ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝ(Na+)、 

ｱﾝﾓﾆｳﾑｲｵﾝ(NH4
+)、ｶﾘｳﾑｲｵﾝ(K+)、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝ(Mg2+)及びｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ(Ca2+) 

（３） 無機元素成分（29 項目） 

ﾅﾄﾘｳﾑ(Na)、ｱﾙﾐﾆｳﾑ(Al)、ｶﾘｳﾑ(K)、ｶﾙｼｳﾑ(Ca)、ｽｶﾝｼﾞｳﾑ(Sc)、ﾁﾀﾝ(Ti)、ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ(V)、 

ｸﾛﾑ(Cr)、ﾏﾝｶﾞﾝ(Mn)、鉄(Fe)、ｺﾊﾞﾙﾄ(Co)、ﾆｯｹﾙ(Ni)、銅(Cu)、亜鉛(Zn)、ヒ素(As)、 

ｾﾚﾝ(Se)、ﾙﾋﾞｼﾞｳﾑ(Rb)、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ(Mo)、ｱﾝﾁﾓﾝ(Sb)、ｾｼｳﾑ(Cs)、ﾊﾞﾘｳﾑ(Ba)、ﾗﾝﾀﾝ(La)、 

ｾﾘｳﾑ(Ce)、ｻﾏﾘｳﾑ(Sm)、ﾊﾌﾆｳﾑ(Hf)、ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ(W)、ﾀﾝﾀﾙ(Ta)、鉛(Pb)及びｶﾄﾞﾐｳﾑ(Cd) 

※ガイドラインの実施推奨項目のうち、ｹｲ素(Si)及びﾄﾘｳﾑ(Th)は分析していない。 

（４） 炭素成分（3項目） 

有機炭素(OC)、元素状炭素(EC)、水溶性有機炭素(WSOC) 
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２．試料捕集方法及び分析方法 

２－１ 試料捕集方法 

米国の標準測定法（FRM）に準拠したＰＭ2.5ロウボリウムエアサンプラを 1地点につき 2台設

置して、各季節 14回、毎分 16.7L の流量で大気を 23 時間（10時から翌日 9時）連続吸引し、テ

フロンろ紙及び石英繊維ろ紙上にＰＭ2.5を捕集した。なお、泉大津及び富田林では、23 時間の捕

集後にろ紙を自動で交換する機能を備えた装置を、高石では、ろ紙を手動で交換する装置を使用

した。 

なお、試料捕集前のろ紙は、試料捕集までの間、気温 21.5±1.5℃の恒温室で保管し、試料捕

集後のろ紙は、分析に供するまでの間、-4℃以下の冷凍庫で保管した。 

 図 2-1-1に試料捕集状況を、表 2-1-1に試料捕集装置及びろ紙の仕様を示す。 

 

 

 

 

 

図 2-1-1 試料捕集状況 

泉大津市役所 

 

自動測定機の吸引口高さ 21m（地上から） 

自動測定機と試料捕集装置の吸引口高さの差 1.1 m 

 

 
自動測定機 

 

 

試料捕集装置 

 

 

自動測定機 

 

 

自動測定機 

 

 

試料捕集装置

 試料捕集装置 

 
 

 

 

試料捕集装置

 試料捕集装置 

 
 

 

 

富田林市役所 

 

自動測定機の吸引口高さ 31 m（地上から） 

自動測定機と試料捕集装置の吸引口高さの差 1.1 m 

 

 

カモドール MBS 

 

自動測定機の吸引口高さ 5 m（地上から） 

自動測定機と試料捕集装置の吸引口高さの差 1.2 m 

 

 



 

- 5 - 

   表 2-1-1(1) 試料捕集装置の仕様 

項 目 内 容 

機種 

ｻｰﾓﾌｨｯｼｬｰｻｲｴﾝﾃｨﾌｨｯｸ社製 

ＰＭ2.5 ｼｰｹﾝｼｬﾙｴｱｰｻﾝﾌﾟﾗｰ Model2025plus（泉大津・富田林） 

ＰＭ2.5 ﾛｰﾎﾞﾘｳﾑｴｱｰｻﾝﾌﾟﾗｰ FRM2000   （高石） 

分粒特性 10μmを 50%カット後 2．5μmを 50％カット 

吸引流量 16．7L/min 流量制御機能付 

使用フィルタサイズ φ47mm 

外気温・気圧・フィルタ部温度 測定および記録機能付 

フィルタ温度制御機能 フィルタ部温度上昇抑制用換気機能付 

周囲温度 －40～50℃ （－20℃以下は保温が必要） 

電 源 
Model2025plus：AC120V、3A（昇圧トランス使用） 

FRM2000：AC120V、2.2A（昇圧トランス使用） 

本体サイズ 
Model2025plus：約 W640×D402×H673mm（突起部分を除く）約 46kg 

FRM2000：約 W410×D330×H610mm（突起部分を除く）約 32kg 

 

 

表 2-1-1(2) ろ紙の仕様 

テフロンろ紙 

メーカ WHATMAN社製 7592-104 

ろ紙の材質 PTFE 

ろ紙の厚さ 40±10μm 

ろ紙の直径 46．2±0．25mm 

ろ紙の孔径 最大 2μm 

サポートリングの材質 ポリプロピレン 

サポートリングの総厚 0．365±0．055mm 

サポートリングの幅 3．68±0．51mm 

粒子保持能（0.3μm） 最小 99．7％ 

圧損（0.3μm）＠16．7L/min 最大 30cmH20 

石英繊維ろ紙 

メーカ PALLFLEX社製 Model 2500QAT-UP 

ろ紙の材質 純石英 

ろ紙の厚さ 432μm 

ろ紙の直径 48mm 

ろ紙の重量（標準値） 5.8mg/cm２ 

粒子保持能（0.3μm） 99．9％ 
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２－２ 分析方法 

２－２－１ ＰＭ2.5質量濃度 

テフロンろ紙を気温 21.5±1.5℃、相対湿度 35±5％の条件下で恒量とし、試料の捕集前後に

電子天秤（メトラー・トレド社製 XP26）で 1μg の単位まで秤量を行った。試料捕集前後の重

量差と採気量より大気中のＰＭ2.5質量濃度（μg/m3）を算出した。なお、濃度表示は小数点以下

第 2 位を四捨五入し小数第 1位の値までとした。 

 ろ紙は、試料捕集前は 21.5±1.5℃の恒温室内で、試料捕集後は-4℃以下の冷凍庫内で保管し

た。 

 

２－２－２ イオン成分 

イオン成分は、イオンクロマトグラフ法で定量した。 

 試料捕集した石英繊維ろ紙から炭素成分分析用に直径 8mm のポンチで 3枚（冬季は 7枚）くり

抜いた残りのろ紙をポリプロピレン製の容器に入れ、超純水 30mL（冬季は 20 mL）を加え、20分

間超音波抽出を行った。 

容器内の溶液をディスポーザブルフィルター（ミリポア社製 Millex-LG、孔径 0.2μm）でろ

過後、ろ液をイオンクロマトグラフ（ダイオネクス社製 ICS-2000（陰イオン）、ICS-1500（陽イ

オン））法による測定に供した。測定条件を表 2-2-1に示す。 

 ろ紙の有効捕集面積を 11.642cm2として、測定結果と採気量よりイオン成分の大気中濃度（μ

g/m3）を算出した。なお、濃度表示は四捨五入により有効数字 2桁とした。（以下の項目も同じ） 

 

表 2-2-1(1) ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法による陰ｲｵﾝ成分の測定条件 

分離カラム 

ガードカラム 

溶離液 

オートサプレッサー 

流量 

サンプル量 

検出器 

IonPac AS18  

IonPac AG18 

12mM 水酸化カリウム溶液 

ASRS-300 4mm 

1.0 mL/min 

25μL 

電気伝導度検出器 

 

表 2-2-1(2) ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法による陽ｲｵﾝ成分の測定条件 

分離カラム 

ガードカラム 

溶離液 

オートサプレッサー 

流量 

サンプル量 

検出器 

IonPac CS16 

IonPac CG16 

30mM メタンスルホン酸水溶液 

CSRS-UltraⅡ4mm 

1.0 mL/min 

25μL 

電気伝導度検出器 
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２－２－３ 無機元素 

 無機元素は、マイクロウェーブ分解装置（マイルストーン社製 ETHOS1）を用いて前処理を行い、

誘導結合プラズマ質量分析法（ICP-MS法）で定量した。 

 試料捕集したテフロンろ紙のサポートリング部をカット後、ろ紙の全量を専用の分解容器に入

れ、フッ化水素酸 2mL、硝酸 5mL及び過酸化水素水(30％)1mL を加え、密栓して、マイクロウェ

ーブ分解装置で約 55分間分解処理を行った。 

 冷却後、容器を開け、内容物、ふた等を温水で洗浄しながら、テフロンビーカーに移し入れた。

ビーカ内の溶液をホットプレート上で乾固寸前まで加熱した後、硝酸(5+95)で残渣を溶解洗浄し

た後、ポリメチルペンテン（PMP）製の全量フラスコで 10mL 定容としたものを ICP-MS法による

測定に供した。ICP-MS法による無機元素の測定条件を表 2-2-2に示す。 

 測定結果と採気量より無機元素の大気中濃度（ng/m3）を算出した。 

 

表 2-2-2 ICP-MS法による無機元素の測定条件 

機種 

ＲＦ周波数 

ＲＦ出力 

ｷｬﾘｱ-Ar ｶﾞｽ流量 

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ Ar ｶﾞｽ流量 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ深さ 

測定元素（質量数） 

 

 

 

 

 

内標準元素(質量数) 

Agilent Technologies社製 7500ce 

27.12 MHz 

1.2 kW 

1.0 L/min 

15 L/min 

8.0 mm 

Na (23)、 Al (27)、 K (39)、Ca (43)、Sc (45)、

Ti (47)、V (51)、Cr (53)、Mn (55)、Fe (56)、

Co (59)、Ni (60)、Cu (63)、Zn (66)、As (75)、

Se (82)、Rb (85)、Mo (95)、Cd (111)、Sb (121)、

Cs (133)、Ba (137)、La (139)、Ce (140)、Sm (147)、

Hf（174）、Ta（181）、W (182)及び Pb (208) 

Li(7)、In(115) 
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２－２－４ 炭素成分 

２－２－４（１） 有機炭素(OC) 及び元素状炭素(EC) 

有機炭素及び元素状炭素は、熱分離光学補正法で定量した。 

試料捕集した石英繊維ろ紙を直径 8mmのポンチでくり抜き、熱分離光学補正法（DRI社製 Carbon 

Analyzer）による測定に供した。 

IMPROVEプロトコルにより段階的に昇温を行い、550℃までは Heガス雰囲気下で有機炭素（OC1、

OC2、OC3、OC4）を、550℃からは He/O2(2％)ガス雰囲気下で元素状炭素(EC1、EC2、EC3)をメタ

ンに変換し、水素炎イオン化検出器(FID)により検出した。 

また、Heガス雰囲気下では、加熱による有機物の炭化が起こるため、有機炭素の補正を行った。

サンプルに対して垂直に He-Neレーザーを照射して反射光を観測し、550℃で He/O2(2％)ガスを

導入してから分析開始時と同じ反射光強度に戻るまでの間に検出された炭素成分を有機炭素の

炭化物とした(熱分解有機炭素（OCpyro）)。測定条件を表 2-2-3に示す。 

ろ紙の有効捕集面積を 11.642cm2として、測定結果と採気量より大気中濃度（μg/m3）を算出し

た。 

OC、ECは各フラクション値から次式で計算される。なお、各フラクション値が検出下限値未満

の場合は、フラクション値をゼロとして OC、ECの濃度を算出した。 

OC= OC1+OC2+OC3+OC4+ OCpyro、EC= EC1+EC2+EC3- OCpyro 

  

表 2-2-3 有機炭素及び元素状炭素の測定条件 

試料分析炉           ＯＣ        ＥＣ 

温度（℃） 120,250,450,550    550,700,800  

雰囲気       He      He(98%),O2(2%) 

流速 He-1：40mL/min 

He-2：10mL/min 

He-3：50mL/min 

10%O2/He：10mL/min 

Air：350mL/min 

H2：35mL/min 

5%CH4/He：2-5mL/min 

触媒 酸化炉（900℃）：MnO2 

メタン化炉（420℃）：Ni(NO3)2･6H2O 

検出器 水素炎イオン化検出器（105℃） 
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２－２－４（２） 水溶性有機炭素(WSOC)  

水溶性有機炭素は、燃焼酸化－赤外線式 TOC 分析法で定量した。なお、水溶性有機炭素の分析

方法は、大気中微小粒子状物質（ＰＭ2.5）成分測定マニュアルで定められていないため、関東地

方大気環境対策推進連絡会浮遊粒子状物質調査会議※と同様の方法で実施した。 

イオン成分分析用に抽出操作を行った（２－２－２）ろ液の残りを燃焼酸化－赤外線式 TOC 分

析（島津製作所製 TOC-L）法により、抽出液中の全炭素を定量した。TOC 計の燃料炉温度は 680℃、

キャリアーガスは高純度空気である。 

ろ紙の有効捕集面積を 11.642cm2として、測定結果と採気量より水溶性有機炭素の大気中濃度

（μg/m3）を算出した。 

※：関東甲信静の１都９県７市が協同で PM2.5等に関する広域的な調査を実施 
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２－２－５ 検出下限値及び定量下限値 

（１）装置検出下限、装置定量下限 

条件設定等により最適化した分析装置において、十分に低い濃度まで測定できることを確認

するために行うものである。 

検量線作成時の最低濃度（装置定量下限付近）の標準溶液について、所定の操作により測定

を行い、得られた測定値を濃度の算出式により大気濃度に換算する。5回以上測定して、その

標準偏差 (ｓi) を算出し、その 3倍を装置検出下限、10倍を装置定量下限とする。 

装置検出下限 = 3ｓi (μg/m3) 

装置定量下限 = 10ｓi (μg/m3) 

（2）方法検出下限、方法定量下限 

フィルタや試薬に由来するブランクや前処理操作中の汚染等による分析操作上の工程に起因

するものである。 

操作ブランク値がある場合には、5試料以上の操作ブランク試料について所定の操作により

測定を行い、得られた測定値を濃度の算出式により大気濃度に換算する。その標準偏差 (ｓm) 

を算出し、その 3倍を方法検出下限、10倍を方法定量下限とする。 

方法検出下限 = 3ｓm (ng/m3) 

方法定量下限 = 10ｓm (ng/m3) 

 

（１）および（２）で得られた下限値をそれぞれ比較し、大きい方を検出下限値、定量下限

値とする。 

 

なお、測定結果が検出下限値未満である場合は、炭素成分の各フラクション値はゼロ、その

他は、検出下限値の 1/2の値を用いた。 
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３．平成 24年度調査結果 

 

３－１ 調査期間中の気象概況及びＰＭ2.5質量濃度 

３－１－１ 調査期間中の気象概況 

調査期間中の気象概況及びＰＭ2.5 質量濃度を表 3-1-1 に、天気図を図 3-1-1 に、気象状況を表

3-1-2に示す。 

 

【春季（平成 24年 4月 18日から 5月 1日）】 

低気圧と高気圧が交互に通過し、天気は数日の周期で変化した。南から暖かい空気が入りやすく、

気温が高くなり、平均気温は平年※より高い日が多かった。 

調査期間中における平均風速の最大値は富田林の 4.8m/s（5月 1日）で、最小値は富田林の 1.3m/s

（27日）であった。また、平均風速の期間平均値は、泉大津で 2.5 m/s、富田林で 2.3 m/s 、高石

で 2.4m/sであった。 

調査期間中の平均気温は、泉大津・高石で 19.5℃、富田林で 18.0℃で、平年(調査期間平均：16.8℃)

より高かった。南海上の移動性高気圧に覆われ西日本を中心に夏日となった 28 日は、最高気温が

泉大津・高石で 26.8℃、富田林で 28.3℃と期間中で最大となった。 

降雨は、19～22 日、25～26 日及び 30～5 月 1 日にみられた。積算日射量の期間平均値は、泉大

津・高石で 14.7 MJ/m2、富田林で 15.2 MJ/m2であった。 

23～25日は大阪管区気象台を含め西日本を中心に黄砂が観測され、24日は観測地点 60地点中 21

地点と最も多かった。 

※：大阪管区気象台における平年値（日ごとの値）。以下、同じ。 

 

【夏季（平成 24年 7月 26日から 8月 8日）】 

調査期間をとおして高気圧に覆われ、晴れて暑い日が多かった。 

調査期間中における平均風速の最大値は富田林の 5.3m/s（8月 4日）で、最小値は富田林の 1.5m/s

（7 月 26 日）であった。また、平均風速の期間平均値は、泉大津で 3.0 m/s、富田林で 2.6m/s 、

高石で 2.8m/sであった。 

調査期間中の平均気温は、泉大津・高石で 31.6℃、富田林で 29.3℃で、平年(調査期間平均：28.9℃)

より高かった。日本の南海上に中心をもつ高気圧に覆われ 27～31 日は全ての都道府県で 5 日連続

で真夏日となった。31 日は、平均・最高気温が期間中で最大となり、泉大津・高石では平均気温

32.9℃、最高気温 38.0℃であった。 

調査期間中に降雨はなく、積算日射量の期間平均値は、泉大津・高石で 20.4 MJ/m2、富田林で 21.0 

MJ/m2であった。 

 

【秋季（平成 24年 11月 1日から 11月 14日）】 

低気圧と高気圧が交互に通過し、天気は数日の周期で変化した。低気圧の通過後には一時的な冬

型の気圧配置となる日があった。 

調査期間中における平均風速の最大値は泉大津の 6.7m/s（11 月 14 日）で、最小値は富田林の

1.3m/s（4 日）であった。また、平均風速の期間平均値は、泉大津で 3.6m/s、富田林で 2.5 m/s 、

高石で 3.0m/sであった。 

調査期間中の平均気温は、泉大津・高石で 15.8℃、富田林で 12.5℃で、富田林では平年(調査期
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間平均：15.2℃)より低かった。寒気の影響で 1～4日は、3地点とも平均気温が平年を下回った。 

降雨は、5 日、10～11 日及び 13～14 日にみられた。積算日射量の期間平均値は、泉大津・高石

で 7.6 MJ/m2、富田林で 7.9 MJ/m2であった。 

 

【冬季（1月 24日から 2月 6日】 

調査期間の始めは冬型の気圧配置となり、晴れる日が多かった。1月 28～31日に移動性高気圧に

覆われた後は、低気圧と高気圧が交互に通過し、気温の高い日が多かった。 

調査期間中における平均風速の最大値は泉大津の 7.5m/s（1月 25日）で、最小値は富田林の 1.0m/s

（31 日）であった。また、平均風速の期間平均値は、泉大津で 3.2m/s、富田林で 2.6 m/s 、高石

で 2.8m/sであった。 

調査期間中の平均気温は、泉大津・高石で 7.6℃、富田林で 5.5℃で、泉大津・高石では平年(調

査期間平均：5.5℃)より高かった。2 月 2 日は南から暖かい空気が流れ込み、平均・最高気温が期

間中で最大となった。2日は泉大津・高石では平均気温 12.7℃、最高気温 16.7℃であった。 

降雨は、2月 1日及び 3～5日にみられた。積算日射量の期間平均値は、泉大津・高石で 8.1 MJ/m2、

富田林で 8.3 MJ/m2であった。 
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表 3-1-1(1) 調査期間中の気象概況及びＰＭ2.5質量濃度（上段：春季、下段：夏季） 

 

 

□春季（平成24年）

泉大津 富田林 高石

4月18日 日本海の移動性高気圧に覆われ概ね晴れ。 22.2 26.5 23.9

4月19日 オホーツク海高気圧からの湿った空気が流れ込む。 22.1 19.7 25.2

4月20日 気圧の谷の影響で降雨あり。 10.2 11.1 12.1

4月21日 低気圧の接近で降雨あり。 4.5 5.3 4.4

4月22日 日本海と四国沖の低気圧の影響で降雨あり。 4.7 1.1 4.8

4月23日 本州の上空に寒気を伴う気圧の谷、地上では西日本の南岸を低気圧が東進。 28.1 23.7 28.9

4月24日 高気圧の圏内で晴れて気温が上昇。黄砂、西日本～東海、長野県で観測。 51.1 49.7 52.9

4月25日 高気圧の圏内で日中概ね晴れ。西日本等で黄砂。 37.1 39.8 41.7

4月26日 南海上の低気圧の影響で降雨あり。 7.7 8.5 8.6

4月27日 高気圧に覆われ朝から晴れ。 9.8 9.7 10.2

4月28日 高気圧に覆われて西日本を中心に夏日。 19.0 17.4 20.0

4月29日 高気圧圏内で概ね晴れ。 20.0 27.3 25.4

4月30日 東シナ海の前線の影響で降雨あり。 9.8 10.2 10.8

5月1日 日本の南岸に前線停滞で降雨あり。 1.5 1.3 4.5

季節平均 - 17.7 18.0 19.5

□夏季（平成24年）

泉大津 富田林 高石

7月26日
日本の南海上に中心をもつ高気圧に覆われて晴れ、全国的に気温上昇。猛暑日は111

地点で今年初の3桁。 18.8 28.7 27.6

7月27日
日本の南海上に中心をもつ高気圧に覆われ晴れて、広い範囲で気温上昇。47都道府県

で真夏日、33都府県で猛暑日。
25.1 26.6 26.9

7月28日 全国的に高気圧の圏内で晴れ。 43.7 38.3 45.5

7月29日
昨日発生した台風第9号は北西に、第10号はゆっくりと西へ進む。日本の南海上に中心

をもつ高気圧に覆われ全国的に晴れて暑い。
31.6 29.0 37.6

7月30日 日本列島は高気圧に覆われ、全国的に真夏日。 7.4 6.0 8.3

7月31日 広く晴れて5日連続全ての都道府県で真夏日。 6.7 6.3 7.2

8月1日 台風第10号の影響で鹿児島県中種子は最大瞬間風速39.6m/s。 2.4 2.1 5.1

8月2日 日本の南海上に中心をもつ高気圧に覆われて晴れて気温上昇。猛暑日は126地点。 5.7 7.6 7.7

8月3日
小笠原近海で台風第11号発生。台風第9・10号は熱帯低気圧に。日本の南海上に中心

をもつ高気圧に覆われ晴れ。
8.3 6.5 7.2

8月4日
台風第11号の影響で南西諸島と西～東日本太平洋側は雨や曇り。日本の南海上に中

心をもつ高気圧に覆われ、晴れて気温が上昇。
3.8 4.0 5.6

8月5日 北海道を除き真夏日の地域が広がる。 4.9 6.3 5.6

8月6日 本州付近、南から湿った空気が入り、大気の状態が非常に不安定。 7.9 15.6 9.5

8月7日
日本の南海上に中心をもつ高気圧に覆われて真夏日の地域が広がり、西～東日本を中

心に猛暑日。 10.7 9.5 10.1

8月8日 日本海に中心をもつ高気圧に覆われ概ね晴れ。 7.8 8.7 9.5

季節平均 - 13.2 13.9 15.2

月日 気象概況
PM2.5質量濃度(μ ｇ/m

3）

月日 気象概況
PM2.5質量濃度(μ ｇ/m

3）

※網掛け部分は、ＰＭ2.5質量濃度が 35μｇ/m3超過したことを表す。 
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表 3-1-1(2) 調査期間中の気象概況及びＰＭ2.5質量濃度（上段：秋季、下段：冬季） 

 

 

□秋季（平成24年）

泉大津 富田林 高石

11月1日 日本海の低気圧により曇り。 6.2 7.9 8.4

11月2日 冬型の気圧配置。 12.8 11.7 14.0

11月3日 移動性高気圧に覆われ晴れ。 11.7 13.3 15.1

11月4日 移動性高気圧に覆われ晴れ。 15.5 15.1 17.7

11月5日 低気圧と前線の影響で降雨あり。 15.7 欠測 18.2

11月6日 気圧の谷の通過後は晴れ。 15.1 9.7 17.6

11月7日 低気圧が日本海でほぼ停滞。高気圧が西日本に張り出す。 21.7 17.2 22.3

11月8日 移動性高気圧に覆われ晴れ。 26.3 22.5 27.1

11月9日 移動性高気圧に覆われ晴れ。 24.7 21.6 25.1

11月10日 前線の影響を受け雲が多い。 7.3 9.1 8.3

11月11日 日本付近を気圧の谷が通過し降雨あり。 8.7 8.8 7.4

11月12日 冬型の気圧配置となり、天気が回復して晴れ。 17.3 16.9 14.8

11月13日 寒気を伴う気圧の谷が通過した影響で大気の状態が不安定となり、降雨あり。 13.9 15.0 11.8

11月14日 冬型の気圧配置となり、平均気温は平年値を下回る。 6.1 8.5 5.4

季節平均 - 14.5 13.6 15.2

□冬季（平成25年）

泉大津 富田林 高石

1月24日 日本海に低気圧。 22.4 21.1 22.5

1月25日 冬型の気圧配置が強まり、平均気温が平年値を下回る。 4.3 5.0 4.2

1月26日 冬型の気圧配置が持続し、全国的に気温が平年よりも低い。 6.7 6.2 3.4

1月27日 冬型の気圧配置が続き、全地点の約9割、804地点で冬日。 7.3 8.0 8.6

1月28日 高気圧が西から張り出し、冬型は緩む。 9.0 9.0 11.7

1月29日 移動性高気圧の圏内で概ね晴れ。 24.4 22.3 26.4

1月30日 移動性高気圧に覆われ晴れ。 27.9 24.0 30.3

1月31日 全国的に高気圧に覆われ、晴れて風の弱い所が多い。 28.7 24.6 31.9

2月1日 低気圧と前線の東進に伴い降雨あり。 33.1 23.0 33.6

2月2日 低気圧に南風が吹き込み全国的に3～4月並に気温上昇。 18.8 16.3 19.3

2月3日 移動性高気圧に覆われる。 17.7 15.1 17.4

2月4日 低気圧が日本海を進み、西日本から次第に雨となる。 25.3 20.9 25.7

2月5日
晴れていた本州太平洋側も次第に曇り、午前中に九州で降り始めた雨は西日本全体に

広がる。
11.7 10.0 12.8

2月6日 低気圧が東進する。 14.8 12.7 16.6

季節平均 - 18.0 15.6 18.9

月日 気象概況
PM2.5質量濃度(μ ｇ/m

3）

月日 気象概況
PM2.5質量濃度(μ ｇ/m

3）
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4月 18日(水) 4月 19日(木) 4月 20日(金) 4月 21日(土) 4月 22日(日) 

     

移動性高気圧 

（日本海） 

移動性高気圧 

（北日本） 
気圧の谷 

移動性高気圧 

（北日本） 
二つ玉低気圧 

4月 23日(月) 4月 24日(火) 4月 25日(水) 4月 26日(木) 4月 27日(金) 

     

移動性高気圧 

（東シナ海） 

移動性高気圧 

（日本南岸） 

移動性高気圧 

（日本南海上） 
南海上低気圧 

移動性高気圧 

（東シナ海） 

4月 28日（土） 4月 29日(日) 4月 30日(月) 5月 1日(火) 5月 2日(水) 

     

移動性高気圧 

（南海上） 

移動性高気圧 

（南海上） 
気圧の谷接近 南海上低気圧 南海上低気圧 

※天気図は気象庁 HP気象庁広報誌「こんにちは！気象庁です！」より引用。 

  

図 3-1-1(1)  調査期間中の天気図（春季） 
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7月 26日(木) ７月 27日(金) ７月 28日(土) 7月 29日(日) 7月 30日(月) 

     

本州の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

7月 31日(火) 8月 1日(水) 8月 2日(木) 8月 3日(金) 8月 4日(土) 

     

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

台風 

日本の南海上 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

8月 5日(日) 8月 6日(月) 8月 7日(火) 8月 8日(水) 8月 9日(木) 

     

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

日本海に 

中心をもつ高気圧 

日本の南海上に 

中心をもつ高気圧 

※天気図は気象庁 HP気象庁広報誌「こんにちは！気象庁です！」より引用。 

 

図 3-1-1(2)  調査期間中の天気図（夏季） 
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11月 1日(木) 11月 2日(金) 11月 3日(土) 11月 4日(日) 11月 5日(月) 

     

日本海に低気圧 冬型気圧配置 
移動性高気圧 

（朝鮮半島） 

移動性高気圧 

（日本海） 
朝鮮半島に低気圧 

11月 6日(火) 11月 7日(水) 11月 8日(木) 11月 9日(金) 11月 10日(土) 

     

二つ玉低気圧 冬型気圧配置 
移動性高気圧 

（東シナ海） 

移動性高気圧 

（朝鮮半島） 

移動性高気圧 

（日本海） 

11月 11日(日) 11月 12日(月) 11月 13日(火) 11月 14日(水) 11月 15日(木) 

     

二つ玉低気圧 冬型気圧配置 気圧の谷接近 冬型気圧配置 冬型気圧配置 

※天気図は気象庁 HP気象庁広報誌「こんにちは！気象庁です！」より引用。 

 

図 3-1-1(3)  調査期間中の天気図（秋季） 
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1月 24日(木) 1月 25日(金) 1月 26日(土) 1月 27日(日) 1月 28日(月) 

     

日本海に低気圧 冬型気圧配置 冬型気圧配置 冬型気圧配置 
移動性高気圧 

（東シナ海） 

1月 29日(火) 1月 30日(水) 1月 31日(木) 2月 1日(金) 2月 2日(土) 

     

移動性高気圧 

（東シナ海） 

移動性高気圧 

（朝鮮半島） 

移動性高気圧 

（日本海） 
気圧の谷接近 冬型気圧配置 

2月 3日(日) 2月 4日(月) 2月 5日(火) 2月 6日(水) 2月 7日(木) 

     

移動性高気圧 

（朝鮮半島） 
気圧の谷接近 気圧の谷接近 

低気圧 

日本の東海上 
冬型気圧配置 

※天気図は気象庁 HP気象庁広報誌「こんにちは！気象庁です！」より引用。 

 

図 3-1-1(4)  調査期間中の天気図（冬季） 
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表 3-1-2(1)  調査期間中の気象状況（泉大津） 

 
 

 

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

4月18日 (水） E 2.4 4.2 0.7 17.8 22.6 13.3 51 - - 21.3
4月19日 （木） ENE 2.9 5.4 静穏 18.3 23.7 15.3 70 3.0 0.5 16.3
4月20日 （金） E 2.4 4.6 1.3 16.8 20.6 14.1 77 0.5 0.5 9.5
4月21日 （土） E 2.2 4.0 0.7 20.2 24.8 16.6 66 3.0 1.5 13.4
4月22日 （日） E 2.7 4.7 静穏 16.6 18.4 15.6 80 2.5 1.0 4.4
4月23日 （月） WSW 2.0 5.2 静穏 18.8 22.0 14.2 64 - - 22.1 ○
4月24日 （火） WSW 1.7 4.5 静穏 20.6 25.1 16.5 59 - - 20.6 ○
4月25日 (水） ENE 1.9 4.6 静穏 21.3 24.6 16.9 56 1.0 0.5 12.7 ○
4月26日 （木） E 3.0 4.2 0.9 18.6 23.8 15.0 63 0.5 0.5 9.6
4月27日 （金） WNW 2.4 4.9 静穏 18.8 23.0 12.9 39 - - 24.4
4月28日 （土） WNW 2.4 5.2 0.6 20.9 26.8 15.9 58 - - 23.8
4月29日 （日） E 2.3 4.7 静穏 21.7 25.9 19.4 69 - - 15.7
4月30日 （月） E 2.8 5.1 0.9 21.1 23.6 18.2 69 1.0 0.5 6.1
5月1日 （火） ENE 3.2 4.4 0.8 21.9 24.3 19.8 70 3.0 1.5 6.0

2.5 19.5 64 14.5 14.7

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

7月26日 （木） WNW 2.2 4.9 静穏 31.6 35.3 28.2 66 - - 22.1
7月27日 （金） WSW 2.2 5.0 静穏 31.9 35.4 28.6 65 - - 22.6
7月28日 （土） WSW 2.4 5.7 静穏 32.0 35.6 28.8 65 - - 21.5
7月29日 （日） W 2.5 4.7 静穏 32.1 35.0 29.2 64 - - 18.7
7月30日 （月） WSW 3.0 6.0 0.8 31.8 35.6 28.5 64 - - 23.8
7月31日 （火） E 4.6 6.6 1.9 32.9 38.0 28.8 49 - - 22.9
8月1日 (水） E 3.8 7.2 静穏 31.6 35.8 28.0 60 - - 18.0
8月2日 （木） WSW 2.7 5.4 静穏 30.8 33.6 28.2 66 - - 20.8
8月3日 （金） E 3.5 5.6 1.4 32.9 37.4 28.8 50 - - 21.2
8月4日 （土） E 5.0 7.4 2.7 31.6 35.0 28.6 59 - - 21.7
8月5日 （日） ESE,WSW 2.3 4.4 0.7 30.9 35.0 28.6 66 - - 12.8
8月6日 （月） W 2.2 4.9 静穏 31.5 34.8 28.8 65 - - 20.1
8月7日 （火） WNW 2.8 6.1 静穏 30.9 36.7 27.0 57 - - 16.6
8月8日 (水） E,WNW 3.0 5.5 1 29.5 34.2 24.2 52 - - 23.2

3.0 31.6 61 0.0 20.4

湿度(％)
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

11月1日 （木） WNW 5.0 9.1 0.8 15.9 21.1 13.0 52 - - 7.0
11月2日 （金） NNE,NNW 3.5 5.0 2.5 15.5 18.7 13.2 52 - - 8.8
11月3日 （土） SE 2.7 5.2 0.6 14.9 19.6 9.3 53 - - 12.9
11月4日 （日） E 2.2 4.5 0.5 15.7 19.0 13.2 59 - - 9.1
11月5日 （月） E 1.9 5.3 静穏 17.1 19.8 15.2 71 8.5 5.0 3.8
11月6日 （火） WNW 4.5 7.0 0.6 17.2 19.8 14.5 60 - - 5.9
11月7日 (水） W,WNW 5.5 7.3 3.9 17.7 20.2 15.5 53 - - 11.2
11月8日 （木） WNW 2.0 5.9 静穏 16.9 21.6 13.6 64 - - 8.5
11月9日 （金） N,NNE 2.9 4.5 1.4 16.4 21.2 13.8 56 - - 8.0
11月10日 （土） E 2.7 4.2 0.7 15.2 19.2 12.8 64 0.5 0.5 5.4
11月11日 （日） E 3.1 6.3 静穏 15.6 16.7 14.0 84 16.0 4.0 1.2
11月12日 （月） W 3.2 5.9 静穏 15.8 19.6 13.2 57 - - 10.0
11月13日 （火） WNW 5.1 7.1 2 15.0 19.2 12.1 59 5.5 5.0 8.3
11月14日 (水） WNW 6.7 9.9 4.2 11.9 15.8 10.2 62 1.5 0.5 6.9

3.6 15.8 63 32.0 7.6

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

1月24日 （木） WSW 4.4 8.6 1.0 9.7 11.9 6.3 60 - - 9.7
1月25日 （金） WNW 7.5 10.5 5.1 4.7 7.2 3.2 45 - - 7.2
1月26日 （土） WNW 5.7 9.7 3.4 3.6 6.3 1.6 51 - - 7.0
1月27日 （日） W 4.7 8.0 2.4 4.2 6.8 1.6 58 - - 9.5
1月28日 （月） WNW 2.9 5.2 0.5 5.6 7.2 2.6 57 - - 9.9
1月29日 （火） WSW 1.6 4.1 静穏 7.1 9.8 5.6 63 - - 10.9
1月30日 (水） SSE 1.9 4.1 静穏 6.9 11.5 2.4 67 - - 7.9
1月31日 （木） E 1.8 3.3 0.5 7.4 12.6 3.4 59 - - 12.4
2月1日 （金） ENE,E,NW 1.4 2.5 0.5 12.1 14.5 9.8 68 2.0 0.5 5.9
2月2日 （土） W,NE 3.0 4.6 1.3 12.7 16.7 8.4 69 - - 9.9
2月3日 （日） E 2.4 3.6 1.3 9.8 12.8 6.8 55 3.0 1.0 11.6
2月4日 （月） NNE 2.8 3.9 1.5 9.7 11.8 7.0 74 0.5 0.5 3.9
2月5日 （火） ENE,E 2.6 4.0 0.8 7.0 9.2 4.8 64 10.0 2.0 5.3
2月6日 (水） SE,WSW 2.0 4.7 静穏 6.6 9.8 3.7 84 - - 2.9

3.2 7.6 62 15.5 8.1

※１：大阪管区気象台発表
注1）風速は泉大津市役所局における11時から翌日9時までのデータ
注2）気温・湿度は高石消防署高師浜出張所局における10時から翌日9時までのデータ
注3）雨量は高石消防署高師浜出張所局における11時から翌日9時までのデータ
注4）日射量は緑ヶ丘小学校局における11時から翌日9時までのデータ
注5）「静穏」とは風速が0.4m/s以下であることを示す。
注6）平均気温の網掛け部分は平年値より高いことを示す。
注7）期間平均値欄の雨量は合計値を示す。

期間平均値

泉大津

期間平均値

H24年度　冬季 風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m2）

黄砂観測

（有：○）※１

黄砂観測

（有：○）※１泉大津
H24年度　秋季 風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m2）

期間平均値

期間平均値

H24年度　夏季 風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m
2
）

黄砂観測

（有：○）
※１

泉大津

黄砂観測

（有：○）※１泉大津
H24年度　春季 風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m2）
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表 3-1-2(2)  調査期間中の気象状況（富田林） 

 

 

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

4月18日 (水） WSW 1.5 3.3 静穏 15.6 21.9 9.7 54 - - 21.9
4月19日 （木） N,NE 2.3 6.3 0.9 17.1 22.5 13.7 71 3.5 1.0 17.2
4月20日 （金） NE 2.4 5.6 静穏 14.6 17.2 11.7 86 1.0 0.5 9.3
4月21日 （土） ENE 2.7 6.4 静穏 18.5 24.7 15.3 70 4.0 1.5 14.2
4月22日 （日） ENE 2.5 5.3 静穏 15.4 16.7 14.4 83 8.0 1.5 4.2
4月23日 （月） SSW 1.9 3.8 0.5 17.1 22.4 11.8 66 - - 20.6 ○
4月24日 （火） 静穏 1.5 4.0 静穏 19.2 25.3 13.4 59 - - 21.4 ○
4月25日 (水） NE,SE 1.6 4.9 静穏 19.8 25.0 14.8 62 2.0 1.5 13.1 ○
4月26日 （木） NE 2.5 6.0 静穏 16.2 21.1 12.7 76 2.0 2.0 8.7
4月27日 （金） NW 1.3 3.0 静穏 16.4 22.9 9.5 44 - - 25.0
4月28日 （土） NNE,W,NNW 1.6 4.9 0.6 20.0 28.3 13.3 48 - - 24.7
4月29日 （日） WNW 1.6 4.5 静穏 20.5 25.0 16.9 68 - - 16.7
4月30日 （月） ENE 4.1 6.4 2.1 19.9 22.8 17.9 70 2.5 1.0 6.1
5月1日 （火） ENE 4.8 8.3 0.9 21.2 25.3 18.6 70 4.0 1.5 10.4

2.3 18.0 66 27.0 15.2

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

7月26日 （木） S,WNW 1.5 4.8 静穏 29.9 35.3 25.4 61 - - 23.5
7月27日 （金） SSE,WSW,W,WNW 1.7 4.0 静穏 30.2 34.3 25.8 61 - - 23.7
7月28日 （土） W 1.6 4.1 静穏 30.3 34.4 26.3 60 - - 22.8
7月29日 （日） SE 1.7 4.0 静穏 29.7 33.1 25.7 66 - - 18.2
7月30日 （月） ENE 2.2 5.3 静穏 29.5 33.3 25.7 64 - - 22.6
7月31日 （火） ENE 4.8 7.8 1.0 30.3 35.8 26.6 52 - - 25.6
8月1日 (水） ESE 2.9 7.0 静穏 28.4 33.6 24.5 68 - - 19.2
8月2日 （木） SE,WNW 2.0 4.8 静穏 29.3 33.9 24.5 63 - - 20.9
8月3日 （金） ENE 4.9 7.3 2.7 30.2 35.3 26.3 52 - - 23.1
8月4日 （土） ENE 5.3 8.9 0.5 29.0 32.4 26.1 64 - - 23.1
8月5日 （日） ENE 1.9 4.8 静穏 28.9 33.4 26.0 67 - - 12.9
8月6日 （月） SE,W,NW 1.6 5.1 静穏 29.1 33.2 26.0 66 - - 19.8
8月7日 （火） NE 2.0 4.5 0.5 27.8 34.4 22.5 60 - - 14.4
8月8日 (水） N,NE,ESE 2.0 4.6 静穏 26.7 33.0 20.3 54 - - 23.8

2.6 29.3 61 0.0 21.0

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

11月1日 （木） W 3.7 8.2 0.5 12.7 16.7 9.1 55 - - 7.9
11月2日 （金） NNW 2.2 4.3 静穏 12.2 14.2 10.3 56 - - 10.3
11月3日 （土） SSW 2.1 3.9 静穏 10.3 15.0 6.3 61 - - 11.1
11月4日 （日） E 1.3 3.6 静穏 12.1 16.0 9.7 68 - - 9.9
11月5日 （月） NE 1.9 4.3 静穏 15.5 18.6 13.3 72 6.5 5.0 4.9
11月6日 （火） SW,W 2.5 4.9 0.6 13.9 18.2 9.0 68 - - 4.8
11月7日 (水） SW 2.7 5.2 0.8 13.3 16.3 9.2 61 - - 11.1
11月8日 （木） SSW 2.1 5.1 静穏 13.2 16.8 10.2 71 - - 10.2
11月9日 （金） SSW 2.3 7.0 1 12.4 17.0 9.1 69 - - 7.0
11月10日 （土） NE 1.4 3.5 静穏 11.8 15.2 9.2 73 2.0 2.0 5.9
11月11日 （日） NE 2.0 4.5 静穏 14.4 15.8 12.1 86 14.5 5.0 1.3
11月12日 （月） SSW 2.9 6.1 静穏 12.2 15.5 9.9 65 - - 9.4
11月13日 （火） W 3.1 6.6 0.6 11.8 16.6 8.7 71 6.5 3.5 8.5
11月14日 (水） W 4.3 8.5 0.7 9.3 11.5 8.1 63 - - 7.9

2.5 12.5 67 29.5 7.9

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

1月24日 （木） SW 4.2 8.4 0.7 7.6 10.7 4.8 60 0.5 0.5 10.1
1月25日 （金） W 6.1 9.2 1.9 2.4 4.3 1.1 43 - - 9.7
1月26日 （土） W 4.2 9.3 静穏 1.2 4.4 -1.5 53 - - 7.8
1月27日 （日） W 3.6 6.8 1.0 1.6 3.9 -0.4 63 - - 9.2
1月28日 （月） SSW 2.4 4.7 0.5 2.3 4.5 -0.5 66 - - 8.2
1月29日 （火） SW,S 1.8 3.5 静穏 4.9 7.7 3.0 65 - - 10.5
1月30日 (水） SSW 2.0 4.3 静穏 4.5 9.1 0.2 72 - - 7.3
1月31日 （木） 静穏 1.0 3.0 静穏 5.1 11.5 -0.2 61 - - 12.9
2月1日 （金） NW 1.2 3.1 静穏 11.0 13.6 6.8 71 3.0 1.0 6.1
2月2日 （土） N 2.1 4.5 0.5 11.3 16.4 5.1 71 - - 9.3
2月3日 （日） NNE 1.5 3.2 静穏 7.4 10.7 4.4 60 6.5 2.5 12.1
2月4日 （月） NNE 2.2 5.6 静穏 8.3 10.6 5.2 77 0.5 0.5 3.9
2月5日 （火） NE 2.8 5.1 0.8 5.0 7.2 2.7 69 13.0 2.5 5.7
2月6日 (水） SW 1.8 4.2 静穏 5.2 8.3 3.1 87 - - 2.7

2.6 5.5 66 23.5 8.3

※１：大阪管区気象台発表
注1）風速・日射量は富田林市役所局における11時から翌日9時までのデータ
注2）気温・湿度は富田林市役所局における10時から翌日9時までのデータ
注3）雨量はアメダス(河内長野)における11時から翌日9時までのデータ
注4）「静穏」とは風速が0.4m/s以下であることを示す。
注5）平均気温の網掛け部分は平年値より高いことを示す。
注6）期間平均値欄の雨量は合計値を示す。

期間平均値

富田林
風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m2）

黄砂観測

（有：○）※１

期間平均値

H24年度　冬季

H24年度　秋季
富田林

風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m
2
）

黄砂観測

（有：○）
※１

期間平均値

積算日射量

(MJ/m
2
）

黄砂観測

（有：○）
※１

期間平均値

H24年度　夏季
富田林

風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm)

H24年度　春季 風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m2）

黄砂観測

（有：○）※１富田林
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表 3-1-2(3)  調査期間中の気象状況（高石） 

 

 

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

4月18日 (水） ENE 2.0 3.2 0.6 17.8 22.6 13.3 51 - - 21.3
4月19日 （木） NE,WSW 2.7 4.8 0.6 18.3 23.7 15.3 70 3.0 0.5 16.3
4月20日 （金） NE 2.2 4.0 1.2 16.8 20.6 14.1 77 0.5 0.5 9.5
4月21日 （土） NE 2.2 4.6 0.5 20.2 24.8 16.6 66 3.0 1.5 13.4
4月22日 （日） NE 2.9 4.8 1.0 16.6 18.4 15.6 80 2.5 1.0 4.4
4月23日 （月） WSW 2.0 4.6 静穏 18.8 22.0 14.2 64 - - 22.1 ○
4月24日 （火） WSW 1.8 3.6 静穏 20.6 25.1 16.5 59 - - 20.6 ○
4月25日 (水） ENE 2.1 3.8 0.8 21.3 24.6 16.9 56 1.0 0.5 12.7 ○
4月26日 （木） NE 3.3 5.7 1.9 18.6 23.8 15.0 63 0.5 0.5 9.6
4月27日 （金） W 2.1 3.8 静穏 18.8 23.0 12.9 39 - - 24.4
4月28日 （土） WSW 2.1 4.2 0.7 20.9 26.8 15.9 58 - - 23.8
4月29日 （日） NNE,WSW,WNW 1.9 3.8 静穏 21.7 25.9 19.4 69 - - 15.7
4月30日 （月） ENE 3.0 4.1 0.6 21.1 23.6 18.2 69 1.0 0.5 6.1
5月1日 （火） NE 3.2 5.4 0.8 21.9 24.3 19.8 70 3.0 1.5 6.0

2.4 19.5 64 14.5 14.7

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

7月26日 （木） WSW 2.1 3.8 静穏 31.6 35.3 28.2 66 - - 22.1
7月27日 （金） WSW 2.1 3.7 静穏 31.9 35.4 28.6 65 - - 22.6
7月28日 （土） WSW 2.1 3.9 静穏 32.0 35.6 28.8 65 - - 21.5
7月29日 （日） W 2.4 4.8 静穏 32.1 35.0 29.2 64 - - 18.7
7月30日 （月） WSW 2.6 4.5 0.5 31.8 35.6 28.5 64 - - 23.8
7月31日 （火） ENE 4.1 5.6 2.2 32.9 38.0 28.8 49 - - 22.9
8月1日 (水） E 3.2 5.8 0.6 31.6 35.8 28.0 60 - - 18.0
8月2日 （木） WSW 2.5 4.5 静穏 30.8 33.6 28.2 66 - - 20.8
8月3日 （金） ENE 3.9 5.4 1.5 32.9 37.4 28.8 50 - - 21.2
8月4日 （土） ENE 4.0 6.4 2.1 31.6 35.0 28.6 59 - - 21.7
8月5日 （日） WSW 2.2 4.3 1 30.9 35.0 28.6 66 - - 12.8
8月6日 （月） WSW 2.3 4.2 0.9 31.5 34.8 28.8 65 - - 20.1
8月7日 （火） NNE 3.4 5.4 1.1 30.9 36.7 27.0 57 - - 16.6
8月8日 (水） NE,ESE 2.7 5.2 1.4 29.5 34.2 24.2 52 - - 23.2

2.8 31.6 61 0.0 20.4

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

11月1日 （木） W 3.9 5.9 1.9 15.9 21.1 13.0 52 - - 7.0
11月2日 （金） N 3.9 5.3 1.8 15.5 18.7 13.2 52 - - 8.8
11月3日 （土） N 2.7 4.9 0.9 14.9 19.6 9.3 53 - - 12.9
11月4日 （日） ENE 1.9 3.8 0.8 15.7 19.0 13.2 59 - - 9.1
11月5日 （月） ENE 1.7 3.3 0.6 17.1 19.8 15.2 71 8.5 5.0 3.8
11月6日 （火） W 3.1 4.6 1.5 17.2 19.8 14.5 60 - - 5.9
11月7日 (水） W 3.6 4.9 2.3 17.7 20.2 15.5 53 - - 11.2
11月8日 （木） SSE 1.8 4.1 0.6 16.9 21.6 13.6 64 - - 8.5
11月9日 （金） N 3.0 6.7 静穏 16.4 21.2 13.8 56 - - 8.0
11月10日 （土） ENE 2.2 4.6 0.9 15.2 19.2 12.8 64 0.5 0.5 5.4
11月11日 （日） NE 2.4 5.4 0.7 15.6 16.7 14.0 84 16.0 4.0 1.2
11月12日 （月） W 2.9 4.9 1.2 15.8 19.6 13.2 57 - - 10.0
11月13日 （火） W 4.1 5.7 1.9 15.0 19.2 12.1 59 5.5 5.0 8.3
11月14日 (水） W 4.6 6.6 2.6 11.9 15.8 10.2 62 1.5 0.5 6.9

3.0 15.8 60 32.0 7.6

湿度（％）
主風向 平均 最大 最小 平均 最高 最低 平均 積算 最大時量

1月24日 （木） WSW 3.9 6.4 2.2 9.7 11.9 6.3 60 - - 9.7
1月25日 （金） W 5.3 7.3 2.6 4.7 7.2 3.2 45 - - 7.2
1月26日 （土） WNW 3.6 6.3 1.3 3.6 6.3 1.6 51 - - 7.0
1月27日 （日） WSW 3.9 6.1 2.0 4.2 6.8 1.6 58 - - 9.5
1月28日 （月） S 2.5 4.4 0.6 5.6 7.2 2.6 57 - - 9.9
1月29日 （火） S,WSW 1.9 4.4 静穏 7.1 9.8 5.6 63 - - 10.9
1月30日 (水） E 2.0 4.5 静穏 6.9 11.5 2.4 67 - - 7.9
1月31日 （木） NE,ENE 1.4 2.4 静穏 7.4 12.6 3.4 59 - - 12.4
2月1日 （金） ENE 1.3 2.6 静穏 12.1 14.5 9.8 68 2.0 0.5 5.9
2月2日 （土） WSW 2.9 4.7 1.4 12.7 16.7 8.4 69 - - 9.9
2月3日 （日） ENE 2.3 3.3 0.7 9.8 12.8 6.8 55 3.0 1.0 11.6
2月4日 （月） N 3.7 7.0 1.3 9.7 11.8 7.0 74 0.5 0.5 3.9
2月5日 （火） NE 2.7 4.4 0.8 7.0 9.2 4.8 64 10.0 2.0 5.3
2月6日 (水） WSW 2.1 4.9 0.6 6.6 9.8 3.7 84 - - 2.9

2.8 7.6 62 15.5 8.1

※１：大阪管区気象台発表
注1）風速・雨量は高石消防署高師浜出張所局における11時から翌日9時までのデータ
注2）気温・湿度は高石消防署高師浜出張所局における10時から翌日9時までのデータ
注3）日射量は緑ヶ丘小学校局における11時から翌日9時までのデータ
注4）「静穏」とは風速が0.4m/s以下であることを示す。
注5）平均気温の網掛け部分は平年値より高いことを示す。
注6）期間平均値欄の雨量は合計値を示す。

期間平均値

風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m2）

黄砂観測

（有：○）※１高石
H24年度　冬季

期間平均値

風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m
2
）

黄砂観測

（有：○）
※１

高石
H24年度　秋季

雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m
2
）

黄砂観測

（有：○）
※１

期間平均値

H24年度　夏季 風速（m/s) 気温（℃）

期間平均値

高石

黄砂観測

（有：○）※１高石
H24年度　春季 風速（m/s) 気温（℃） 雨量（mm) 積算日射量

(MJ/m2）
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３－１－２ ＰＭ2.5質量濃度 

ＰＭ2.5質量濃度の季節別経日変化を図 3-1-2に示す。 

 

【春季】 

調査期間始めの4月 18～19日は 19.7～26.5μg/m3の範囲にあったが、20～22日にかけて下降し、

22日は 1.1～4.8μg/m3の範囲となった。23日に急激に濃度が上昇し、24日は 3地点とも期間最大

値（49.7～52.9μg/m3）となった。その後、26 日に 7.7～8.6μg/m3 の範囲まで急激に下降し、28

～29日に再び上昇した後（29日：20.0～27.3μg/m3)、下降した。 

 

【夏季】 

調査期間始めの 7月 26～27日は 18.8～28.7μg/m3の範囲にあったが、28日に急激に濃度が上昇

し 3 地点とも期間最大値を示し、38.3～45.5μg/m3の範囲となった。30 日に 6.0～8.3μg/m3の範

囲まで急激に下降し、その後、2.1～15.6μg/m3の範囲であった。 

 

【秋季】 

調査期間始めの 11 月 1 日は 6.2～8.4μg/m3の範囲にあり、その後、徐々に濃度が上昇し、8 日

に3地点とも期間最大値を示し、22.5～27.1μg/m3の範囲となった。10～11日に濃度が下降した後、

12日に上昇し、その後、再び下降した。 

 

【冬季】 

調査期間始めの 1 月 24 日は 21.1～22.5μg/m3の範囲にあり、25 日に一度下降した後、29 日～2

月 1 日にかけて 22.3～33.6μg/m3と濃度が高い状況にあった。富田林では 1 月 31 日に、泉大津と

高石では 2月 1日に期間最大値を示した。その後、2月 4日に 20.9～25.7μg/m3の範囲まで再び上

昇した後、下降した。 

 

 

 

図 3-1-2  ＰＭ2.5質量濃度の季節別経日変化 
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３－１－３ 自動測定機によるＰＭ2.5濃度との相関 

ＰＭ2.5質量濃度と自動測定機で測定したＰＭ2.5濃度との相関図(季節別)を図 3-1-3に、相関図(年

間)を図 3-1-4 に、相関係数を表 3-1-3 に示す。また、ＰＭ2.5質量濃度、自動測定機で測定したＰ

Ｍ2.5濃度及びＳＰＭ濃度の季節別経日変化を図 3-1-5に示す。 

 

 富田林の秋季以外は、ＰＭ2.5質量濃度と自動測定機で測定したＰＭ2.5濃度の相関係数が 0.90 以

上であった。富田林の秋季は相関係数が 0.80 とやや小さかったが、四季をとおしてみると、回帰

式の傾きが 0.95～1.04 で、環境省が実施した標準測定法と自動測定機の等価性評価の基準の 1 つ

である「切片のある回帰式の傾きが 1±0.1以内であること」を満たしていた。 

 

図 3-1-3  ＰＭ2.5質量濃度と自動測定機で測定したＰＭ2.5濃度との相関図(季節別) 

 

図 3-1-4  ＰＭ2.5質量濃度と自動測定機で測定したＰＭ2.5濃度との相関図(年間) 

 

 

表 3-1-3  ＰＭ2.5質量濃度と自動測定機で測定したＰＭ2.5濃度との相関係数 

 春季 夏季 秋季 冬季 

泉大津 0.99 0.98 0.94 0.98 

富田林 0.99 0.97 0.80 0.96 

高石 0.99 0.99 0.90 0.97 
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図 3-1-5（１）ＰＭ2.5質量濃度、ＰＭ2.5及びＳＰＭ濃度（自動測定）の季節別経日変化 
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図 3-1-5（２）ＰＭ2.5質量濃度、ＰＭ2.5及びＳＰＭ濃度（自動測定）の季節別経日変化 
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図 3-1-5（3）ＰＭ2.5質量濃度、ＰＭ2.5及びＳＰＭ濃度（自動測定）の季節別経日変化 
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３－２ 年平均及び季節平均 

３－２－１ 年平均 

平成 24年度に調査を実施した 56日間のＰＭ2.5質量濃度に占める各成分濃度の割合の平均値を

図 3-2-1に示す。 

 

○ＰＭ2.5質量濃度の年平均値は、泉大津で 15.9μg/m3、富田林で 15.3μg/m3、高石で 17.2μg/m3

で、一般局の泉大津、富田林に比べ、自排局の高石で高かった。 

○ＰＭ2.5に含まれる主な成分は、NO3
-、SO4

2-、NH4
+、OC及び ECであった。 

○SO4
2-及び OC濃度の割合が高く、2つを合わせるとＰＭ2.5質量濃度の約 50％を占めていた。 

○富田林における NO3
-濃度の割合は 4％と、泉大津(6％)、高石(7％)に比べ低かった。その他

の主な成分は地点間で大きな差はなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-1 ＰＭ2.5質量濃度に占める各成分濃度の割合（年平均値） 

※その他成分には、Siや OCに結合している水素や酸素などを含む（OCは炭素のみの濃度）。 

※円グラフの大きさはＰＭ2.5質量濃度の大きさを示す。 

※富田林の 11月 5日のＰＭ2.5質量濃度は欠測である。 

※高石の 11月 14日の Cl-,Na+,K+,Mg2+,Ca2+濃度は欠測である。 

ＰＭ2.5 

質量濃度 
ＰＭ2.5 

質量濃度 

ＰＭ2.5 

質量濃度 
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※延べ 56日間（富田林は秋季に 1日の欠測があるため 55日間）の平均値。 

 

３－２－２ 季節平均 

ＰＭ2.5質量濃度の季節平均値を表 3-2-1、図 3-2-2 に、ＰＭ2.5に含まれる各成分濃度の季節平

均値を図 3-2-3に、主な成分濃度の季節平均値を図 3-2-4に示す。 

 

○ＰＭ2.5質量濃度が環境基準の年平均値である 15μg/m3を超過した日数は、春季 7 日、夏季 4

～5日、秋季 5～7日、冬季 8～9日で、冬季が最も多かった。 

○ＰＭ2.5質量濃度が環境基準の日平均値である 35μg/m3を超過した日数は、4 月 24 日(49.7～

52.9μg/m3)、4月 25日(37.1～41.7μg/m3)、7月 28日(38.3～45.5μg/m3)及び 7月 29日(37.6

μg/m3)の 4日であった。 

○ＰＭ2.5質量濃度の季節平均値は、夏季・秋季に比べ春季・冬季に高かった。地点間では、全

ての季節において一般局の泉大津、富田林に比べ、自排局の高石で高かった。 

○地点間で濃度差があったのは、春季及び冬季の NO3
-濃度と春季の SO4

2-濃度で、NO3
-は富田林

と他の 2地点で濃度差が大きく、SO4
2-は高石と他の 2地点で濃度差が大きかった。 

○NO3
-濃度は、冬季＞春季＞秋季＞夏季の順で、夏季は非常に低かった。これは、NO3

-は、可逆

反応により、高温ではガス状物質に、低温では粒子状物質になるといわれており、夏季はガ

ス状物質として大気中に存在していたと考えられる。 

○SO4
2-は、春季＞夏季＞冬季＞秋季の順であった。 

○OC及び EC濃度は、季節変動があまりなかった。 

 

表 3-2-1 ＰＭ2.5質量濃度の季節平均値 

地点

PM2.5

質量濃度

（μ g/m3)

15μ g/m3

超過日数

35μ g/m3

超過日数
（　）内は濃度

泉大津 17.7 7 2 (51.1,37.1)

富田林 18.0 7 2 (49.7,39.8)

高石 19.5 7 2 (52.9,41.7)

泉大津 13.2 4 1 (43.7)

富田林 13.9 5 1 (38.3)

高石 15.2 4 2 (45.5,37.6)

泉大津 14.5 7 0

富田林 13.6 5 0

高石 15.2 7 0

泉大津 18.0 8 0

富田林 15.6 8 0

高石 18.9 9 0

泉大津 15.9 26 3

富田林 15.3 25 3

高石 17.2 27 4

春季

夏季

秋季

冬季

年平均
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図 3-2-2 ＰＭ2.5質量濃度の季節平均値  

 

 

 

 

 

図 3-2-3 ＰＭ2.5に含まれる各成分濃度の季節平均値 

※その他成分には、Siや OCに結合している水素や酸素などを含む（OCは炭素のみの濃度）。 
※富田林の 11月 5日のＰＭ2.5質量濃度は欠測である。 
※高石の 11月 14日の Cl-,Na+,K+,Mg2+,Ca2+濃度は欠測である。 

※富田林の 11月 5日のＰＭ2.5質量濃度は欠測である。 
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図 3-2-4 ＰＭ2.5に含まれる主な成分濃度の季節平均値 
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３－３ 地域特性 

３－３－１ ＰＭ2.5質量濃度及び主な成分濃度 

大阪市及び堺市では、大阪府と同じ期間に、図 1-2-1に示す聖賢小学校(一般局・大阪市城東区、

以下「聖賢」と記す。)、出来島小学校(自排局・大阪市西淀川区、以下「出来島」と記す。)及び

三宝(一般局・堺市堺区、以下「三宝」と記す。)で調査を実施した。以降においては、大阪市及び

堺市の分析結果もあわせて解析を行う。 

なお、出来島小学校では、冬季の調査期間に小学校校舎外壁工事が行われていたため、調査期間

を変更して調査を実施した。よって、出来島小学校の冬季調査結果は解析に用いなかった。 

 

（１）季節平均 

ＰＭ2.5質量濃度及びＰＭ2.5に含まれる主な成分濃度の季節平均値の最大地点と最小地点の濃度

差を表 3－3－1に、季節平均値を図 3-3-1に示す。 

 

○ＰＭ2.5質量濃度は、夏季・秋季に比べ、春季・冬季に高かった。濃度が最大であった地点と最小

であった地点の濃度差は、夏季・秋季は 2.0、2.6μg/m3であったのに対し、春季・冬季は 4.1、

4.5μg/m3で、春季・冬季は夏季・秋季に比べ地点間の濃度差も大きかった。季節によって多少

異なるが、濃度は、三宝・高石で高く、富田林で低い傾向にあった。 

○NO3
-濃度は、ＰＭ2.5質量濃度と同様に、夏季・秋季に比べ、春季・冬季に高かった。濃度が最大

であった地点と最小であった地点の濃度差は、夏季・秋季は 0.12、0.28μg/m3であったのに対し、

春季・冬季は 1.1μg/m3で、春季・冬季は夏季・秋季に比べ地点間の濃度差も大きかった。季節

によって多少異なるが、富田林では、他の地点に比べて濃度が低い傾向にあった。 

○SO4
2-濃度は、秋季・冬季に比べ、春季・夏季において高かった。濃度が最大であった地点と最小

であった地点の濃度差は、秋季・冬季は 0.6、0.5μg/m3であったのに対し、春季・夏季は 1.5、

0.9μg/m3で、春季・夏季は秋季・冬季に比べ地点間の濃度差も大きかった。春季は自排局の高

石・出来島で濃度が高く、夏季は三宝・出来島で高かった。富田林では春季・夏季ともに濃度が

低かった。 

○OC濃度は、季節変動はあまりなかった。濃度が最大であった地点と最小であった地点の濃度差は、

秋季・冬季は 0.8、0.6μg/m3であったのに対し、春季・夏季は 1.2、2.2μg/m3で、春季・夏季

は秋季・冬季に比べ地点間の濃度差が大きかった。濃度は富田林・高石で高く、三宝で低かった。 

○EC濃度は、季節変動はあまりなかった。濃度が最大であった地点と最小であった地点の濃度差は

0.49～0.84μg/m3で、地点間の濃度差もあまりなかった。 

 

表 3-3-1 ＰＭ2.5質量濃度及びＰＭ2.5に含まれる主な成分濃度の季節平均値の 

最大地点と最小地点の濃度差 

 

春季 夏季 秋季 冬季

最大地点 三宝 高石 三宝 三宝

最小地点 聖賢 泉大津 富田林 富田林

濃度差 4.1 2.0 2.6 4.5

最大地点 高石 高石 出来島 三宝

最小地点 富田林 三宝 富田林 富田林

濃度差 1.1 0.12 0.28 1.1

最大地点 高石 出来島、三宝 高石、三宝 三宝

最小地点 富田林 富田林 聖賢 富田林

濃度差 1.5 0.9 0.6 0.5

最大地点 高石 富田林 富田林 高石

最小地点 聖賢、三宝 三宝 聖賢 三宝

濃度差 1.2 2.2 0.8 0.6

最大地点 高石 出来島 三宝 三宝

最小地点 聖賢 泉大津 富田林 富田林

濃度差 0.49 0.57 0.84 0.61

ＰＭ2.5質量濃度

ＮＯ₃⁻濃度

ＳＯ₄²⁻濃度

OC濃度

EC濃度
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図 3-3-1 ＰＭ2.5質量濃度及びＰＭ2.5に含まれる主な成分濃度の季節平均値 
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（２）日ごとの濃度 

ＰＭ2.5質量濃度及びＰＭ2.5に含まれる主な成分濃度の地点間の相関係数を表 3-3-2に、季節別の

経日変化を図 3-3-2に示す。また、図 3-3-3に大気汚染物質である窒素酸化物(NOx)の季節別の経

日変化を示す。 

 

○ＰＭ2.5質量濃度は、地点間の相関係数が 0.93～0.99で、6地点での濃度変動が類似していた。し

かし、富田林では、7月 28日～29日、11月 6日～9日、1月 30日～2月 1日に、他の 5地点と

の濃度差が大きく、特に、1月 30日～2月 1日は、他の 4地点では濃度が上昇し 30μg/m3を超え

る地点が多かったが、富田林では濃度上昇がみられず 23.0～24.6μg/m3であった。また、4月 29

日は、地点間の濃度差が大きく、富田林・高石は 27.3・25.4μg/m3で、泉大津・三宝は 20.0・

19.3μg/m3で、聖賢・出来島は 15.5・15.3μg/m3であった。この日のＰＭ2.5に含まれる成分濃度

の積上げグラフを図 3-3-4に示す。富田林では、NO3
-濃度は他の地点に比べ低いが OC濃度は他の

地点に比べ高かった。一方、高石では、NO3
-濃度と SO4

2-濃度が他の地点に比べ高く、4月 29日は、

地点によって濃度が高くなった成分が異なっていた。 

○NO3
-濃度は、濃度が上昇すると地点間での濃度差が大きくなる傾向にあった。特に富田林で顕著

で、4月 18日～19日、4月 23日～24日、1月 29日から 2月 1日にみられるように、他の 5地点

で濃度が上昇しても濃度上昇がみられない、あるいは、濃度上昇が小さかった。大気汚染物質で

ある NOx濃度も、富田林では、他の 5地点で濃度が上昇しても濃度上昇がみられない、あるいは、

濃度上昇が小さく、濃度も低い傾向にあった。平成 23年度の調査結果(※1)でも、島本では富田

林と同じ傾向を示しており、NO3
-は、発生源の少ない地域では濃度が低い傾向にあると考えられ

る。 

○SO4
2-濃度は、地点間の相関係数が 0.98以上で、6地点での濃度変動が類似しており、濃度が高く

なる原因が同じであると考えられる。秋季・冬季の経日変化でみられるように、6地点での濃度

もほぼ同じであった。しかし、濃度が上昇すると地点間での濃度差が生じる傾向にあり、4月 24

日～25日は他の 4地点に比べ泉大津・富田林で低く、7月 28日は三宝で、7月 29日は出来島で、

他の 5地点に比べ高かった。 

○OC濃度は、地点間で濃度差があった。夏季は他の季節に比べて地点間の濃度差が大きく、特に 7

月 26日～29日は、濃度が最大の地点と最小の地点との濃度差が 4μg/m3程度であった。平成 23

年度の調査結果では、自排局(松原)では、一般局(泉大津・島本)に比べ濃度が高く、夏季・秋季

は濃度変動が異なっていたが、平成 24年度は自排局の高石・出来島ではそのような傾向がみら

れなかった。 

○EC 濃度は、泉大津－高石間(0.94)以外での地点間の相関係数が 0.75～0.89 の範囲で、他の 3 成

分に比べて相関係数が小さかった。特に秋季は他の季節に比べて 6地点での濃度変動が異なって

いた。三宝では、秋季・冬季に他の地点に比べて濃度が高くなることがあった。（11 月 3 日～5

日、11月 8日～11日、1月 24日～26日、1月 31日～2月 1日） 
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表 3-3-2 ＰＭ2.5質量濃度及びＰＭ2.5に含まれる主な成分濃度の地点間の相関係数 

 

 

 

 

 

 

  

ＰＭ2.5 泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝

泉大津 1.00
富田林 0.95 1.00
高石 0.99 0.96 1.00
聖賢 0.97 0.93 0.97 1.00
出来島 0.98 0.94 0.97 0.99 1.00
三宝 0.98 0.96 0.98 0.97 0.98 1.00

ＮＯ₃⁻ 泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝
泉大津 1.00
富田林 0.92 1.00
高石 0.97 0.90 1.00
聖賢 0.92 0.91 0.89 1.00
出来島 0.86 0.80 0.78 0.90 1.00
三宝 0.96 0.87 0.92 0.95 0.95 1.00

ＳＯ₄²⁻ 泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝
泉大津 1.00
富田林 0.99 1.00
高石 0.99 0.99 1.00
聖賢 0.99 0.98 0.99 1.00
出来島 0.98 0.98 0.99 0.98 1.00
三宝 0.99 0.99 0.98 0.99 0.98 1.00

OC 泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝
泉大津 1.00
富田林 0.93 1.00
高石 0.96 0.95 1.00
聖賢 0.89 0.85 0.89 1.00
出来島 0.89 0.85 0.86 0.95 1.00
三宝 0.88 0.79 0.83 0.93 0.88 1.00

EC 泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝
泉大津 1.00
富田林 0.88 1.00
高石 0.94 0.89 1.00
聖賢 0.82 0.79 0.83 1.00
出来島 0.79 0.82 0.80 0.86 1.00
三宝 0.84 0.79 0.84 0.88 0.75 1.00
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図 3-3-2(1) ＰＭ2.5質量濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-2(2) ＰＭ2.5に含まれる NO3
-濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-2(3) ＰＭ2.5に含まれる SO4
2-濃度の季節別経日変化 
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夏季 

冬季 
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図 3-3-2(4) ＰＭ2.5に含まれる OC濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-2(5) ＰＭ2.5に含まれる EC濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-3 NOx濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-4 ＰＭ2.5に含まれる成分濃度の積上げグラフ（4月 29日） 

  



- 42 - 

 

３－３－２ 無機元素濃度 

無機元素は、ＰＭ2.5質量濃度に占める割合は数％程度と低濃度であるが、SO4
2-や NO3

-のように大

気中で反応して生成しないので、発生源を特定するうえで重要な手がかりとなる。大気中微小粒子

状物質（ＰＭ2.5）成分測定マニュアル（※2）に発生源と指標成分の事例が示されている。表 3-3-3

に発生源と指標成分の主な事例を示す。 

 

表 3-3-3 発生源と指標成分の主な事例 

発生源 

指標成分 

(1) 

Al 

(2) 

Ti 

(3) 

V 

(4) 

Ni 

(5) 

Cr 

(6) 

Mn 

(7) 

Fe 

(8) 

Zn 

(9) 

Cu 

(10) 

Sb 

(11) 

Ba 

(12) 

K 

(13) 

As 

土壌 ○ ○            

ブレーキ粉塵  ○     ○  ○ ○ ○   

鉄鋼工業  ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○     

石油燃焼   ○ ○          

廃棄物焼却     ○   ○ ○ ○  ○ ○ 

 

上記の 13成分と Se、Pbの経日変化を図 3-3-5に示す。 

 

○Alは、6地点の濃度変動が異なっていた。春季は 4月 23日～25日に 6地点すべてにおいて濃度

が大きく上昇し、濃度に地点差があった。他の期間は濃度が上昇しても 100ng/m3程度であったが、

この期間は 220(三宝)～470(出来島)ng/m3まで上昇した。泉大津・高石・三宝は 24日に、富田林・

聖賢・出来島は 25日に濃度が最大となった。三宝は他の 5地点に比べ春季・秋季に濃度が低い

傾向にあった。 

○Tiは、6地点の濃度変動が異なっていた。春季は三宝以外の 5地点で 4月 23日～25日に濃度が

上昇した。三宝は四季を通して他の 5地点に比べ濃度が低かった。秋季は自排局の高石・出来島

で濃度が高く、季節平均値も、他の 4地点は 3.0～7.0ng/m3の範囲にあったのに対し、高石・出

来島は 9.8、15 ng/m3と高かった。 

○Ｖは、秋季・冬季に比べ春季・夏季に濃度が高かった。季節平均値は秋季・冬季が 1.1～2.2・3.2

～5.2 ng/m3の範囲であったのに対し、春季・夏季は 3.8～12・5.8～10 ng/m3の範囲で、春季・

夏季は秋季・冬季に比べ地点間の濃度差も大きかった。特に、4月 24日、7月 26日～30日は顕

著で、4月 24日は、三宝＞出来島・高石・泉大津＞聖賢＞富田林の順で、7月 26日～30日は、

三宝＞出来島・聖賢＞高石＞泉大津・富田林の順で、三宝で高く富田林で低い傾向にあった。 

○Niも、V同様に秋季・冬季に比べ春季・夏季に濃度が高かった。濃度変動も Vに類似していたが、

夏季の泉大津・高石では、Vと濃度変動が異なっており、濃度も他の 4地点に比べて高かった。V

と Niの相関係数は、表 3-3-4に示すとおりで、聖賢・出来島・三宝では 0.90以上と大きかった

が、高石での相関係数は 0.56と小さかった。 

 

表 3-3-4 ＰＭ2.5に含まれる V濃度と Ni濃度間の相関係数 

 

 

泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝
V-Ni 0.71 0.79 0.56 0.91 0.92 0.94
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○Crは、6地点の濃度変動が異なっていた。夏季は Niと同様に泉大津・高石では他の 4地点に比

べて濃度が高い日が多かった。泉大津・高石での夏季の相関係数は、Ni-V間が 0.34、0.10に対

し、Ni-Cr間が 0.91、0.75 で、泉大津・高石では、夏季に Niと濃度変動が類似していた。Crと

Niの相関係数は、表 3-3-5に示すとおりで、出来島・三宝では小さかったが、泉大津・富田林・

高石・聖賢での相関係数は 0.69～0.80の範囲であった。 

 

表 3-3-5 ＰＭ2.5に含まれる Cr濃度と Ni濃度間の相関係数 

 

 

○Feは、春季は 6地点の濃度変動がほぼ同じであったが、夏季～冬季は濃度変動が異なっていた。

春季は、4月 23日～25日に 6地点すべてにおいて濃度が大きく上昇し、泉大津・高石・出来島

は 24日に、富田林・聖賢・三宝は 25日に濃度が最大となった。春季は他の 5地点に比べ三宝で

の濃度が低かったが、夏季～冬季は、富田林での濃度が低かった。 

○Mnは、春季・夏季は 6地点の濃度がほぼ同じであったが、秋季・冬季は濃度変動が異なっていた。

春季は、4月 23日～25日に 6地点すべてにおいて濃度が大きく上昇し、泉大津・高石・聖賢・

三宝は 24日に、富田林・出来島は 25日に濃度が最大となった。夏季・秋季は他の 5地点に比べ

出来島での濃度が高かった。冬季の 1月 24日～28日は三宝での濃度が非常に高く、他の 4地点

の約 2～6倍であった。この間、Cuと Znも三宝での濃度が非常に高く、Cuは他の 4地点の約 3

～16倍、Znは約 9～20倍であった。また、冬季は、1月 29日、31日、2月 1日、4日に濃度が

大きく上昇したが、地点間で濃度差があり、富田林での濃度上昇は他の地点に比べ小さかった。 

○Sbと Baは、ブレーキ粉塵粒子の指標成分であるが、表 3-3-6に示すように、Sb-Ba間の相関係

数はどの地点においても小さかった。自排局の高石・出来島で濃度が高い日もあるが、聖賢や三

宝で濃度が高い日もあり、一般局と自排局の明確な差はあらわれなかった。 

 

表 3-3-6 ＰＭ2.5に含まれる Sb濃度と Ba濃度間の相関係数 

 

 

○Kは、春季は 6地点の濃度がほぼ同じであったが、夏季～冬季は濃度が異なっていた。春季は、4

月 23日～25日に 6地点すべてにおいて濃度が大きく上昇し、4月 24日は高石・三宝・泉大津＞

富田林＞聖賢・出来島の順で、臨海工業地域周辺＞富田林＞大阪市内と地域差があった。冬季は、

濃度変動は類似していたが、他の 4 地点に比べ三宝のみ濃度が高かった。冬季の季節平均値は、

他の 4地点は 98～130 ng/m3の範囲にあったが三宝は 260 ng/m3と高かった。 

○表 3-3-7に示すとおり、As、Se、Pb濃度間の相関係数は、聖賢を除き大きかった。泉大津・富田

林・高石では、0.88～0.91 の範囲にあり、これら 3成分の濃度が高くなる原因は同じ可能性があ

る。聖賢では、Se濃度が非常に高くなることがあり、Seとの相関係数が小さくなったと考えら

れる。春季は 4月 23日～25日、夏季は 7月 26日～29日、冬季は 1月 29日に 3成分とも濃度が

上昇した。また、3成分とも、他の 5地点に比べ三宝での濃度が高い傾向にあり、冬季は特に顕

著であった。 

 

 

泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝
Cr-Ni 0.75 0.80 0.73 0.69 0.41 0.17

泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝
Sb-Ba 0.14 0.36 0.38 0.033 0.082 0.22
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表 3-3-7 ＰＭ2.5に含まれる As、Se、Pb濃度間の相関係数 

 

 

以上より、無機元素濃度から推測できる発生源の影響についてまとめる。 

臨海工業地域に近い三宝では、6地点の中で濃度が高い成分が多く、固定発生源の影響が大きい

と考えられる。特に、冬季に濃度が高くなる傾向にあり、Mn・Cu・Zn濃度は、1月 24日～28日に

かけて、他の地点に比べ非常に濃度が高く、これらの成分で構成される発生源の影響が大きかった

と考えられる。しかし、3成分の濃度変動は類似していなかったので、全く同一の発生源かどうか

は不明である。また、K・Asは冬季の期間を通して他の地点に比べ濃度が高く、これらの成分の発

生源の影響が大きかったと考えられる。 

Al・Tiは、土壌粒子の指標成分である。Tiは、ブレーキ粉塵の指標成分でもあり、秋季に自排

局で濃度が高かったことから、秋季は土壌粒子よりもブレーキ粉塵粒子の寄与が大きかったと考え

られる。Al・Tiともに、三宝で濃度が低く、三宝は他の地点に比べて土壌の影響が小さいと推測さ

れる。また、春季の Feは、6地点の濃度変動が類似しており、三宝で濃度が低かったことから、4

月 23日～25日にかけての Fe濃度の大きな上昇は土壌粒子が原因であると考えられる。この期間、

大阪管区気象台では黄砂が観測されていた。 

V・Niは石油燃焼粒子、Cr・Niは鉄鋼工業粒子の指標成分である。三宝では V-Ni間の相関係数

が 0.94で、Cr–Ni間の相関係数が 0.17であり、三宝の Ni濃度は石油燃焼粒子の寄与が大きいと考

えられる。また、V・Niともに春季・夏季に濃度が高く、石油燃焼粒子の影響は秋季・冬季よりも

春季・夏季の方が大きいと推測される。一方、泉大津・高石では V-Ni間の相関係数が 0.71、0.56

で、Cr–Ni間の相関係数が 0.75、0.73であり、泉大津・高石の Ni濃度は鉄鋼工業・石油燃焼粒子

の両方の寄与が考えられる。 

 

 

泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝
As-Se 0.88 0.91 0.88 -0.01 0.90 0.82
Se-Pb 0.91 0.82 0.88 0.10 0.77 0.70
Pb-As 0.89 0.89 0.91 0.65 0.84 0.64
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図 3-3-5(1) ＰＭ2.5に含まれる Al濃度の季節別経日変化 

三宝 590  

春季 

秋季 

夏季 

冬季 
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図 3-3-5(2) ＰＭ2.5に含まれる Ti濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-5(3) ＰＭ2.5に含まれる V濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-5(4) ＰＭ2.5に含まれる Ni濃度の季節別経日変化 
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夏季 

冬季 
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図 3-3-5(5) ＰＭ2.5に含まれる Cr濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-5(6) ＰＭ2.5に含まれる Fe濃度の季節別経日変化 

春季 

秋季 

夏季 

冬季 
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図 3-3-5(7) ＰＭ2.5に含まれる Mn濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-5(8) ＰＭ2.5に含まれる Zn濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-5(9) ＰＭ2.5に含まれる Cu濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-5(10) ＰＭ2.5に含まれる Sb濃度の季節別経日変化 

三宝 31  
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図 3-3-5(11) ＰＭ2.5に含まれる Ba濃度の季節別経日変化 

聖賢 60  泉大津 82  

春季 

秋季 

夏季 

冬季 
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図 3-3-5(12) ＰＭ2.5に含まれる K濃度の季節別経日変化 

聖賢 680  泉大津 520  

春季 

秋季 

夏季 

冬季 



- 57 - 

 

 

 

 

 

 

図 3-3-5(13) ＰＭ2.5に含まれる As濃度の季節別経日変化 
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図 3-3-5(14) ＰＭ2.5に含まれる Se濃度の季節別経日変化 

聖賢 16, 7.2, 33  

聖賢 14  
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冬季 
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図 3-3-5(15) ＰＭ2.5に含まれる Pb濃度の季節別経日変化 

春季 

秋季 

夏季 

冬季 
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３－３－３ 地域特性のまとめ 

（１） 一般局と自排局の違い 

平成 23年度調査結果からは、自排局(松原)では、一般局(泉大津・島本)に比べ、ＰＭ2.5質量

濃度が高く、成分濃度も SO4
2-を除き濃度が高かった。夏季と秋季の OCも濃度変動が異なってい

る日が多く、また、ブレーキ粉塵粒子の指標成分である Ba-Sb間の相関係数が一般局に比べて大

きく、自排局と一般局との違いが認められた。しかし、平成 24年度結果からは、自排局(高石・

出来島)の特徴が明確に認められず、今後の調査結果とあわせて検討することとする。 

（２） 地域の発生源の影響 

  臨海工業地域に近い三宝では、V・Ni(石油燃焼粒子)、Mn・Cu・Zn(鉄鋼工業粒子)などの濃度

が他の地点に比べて高く、固定発生源の影響が他の 5地点に比べて大きいと考えられる。 

  NO3
-、OC、ECは濃度に地点差があり、地域の発生源の影響を受けていると考えられる。ECは地

点間の濃度差が小さく、濃度の違いから影響の大きさを推測することはできないが、NO3
-は島本・

富田林など NOxの発生源の少ない地域では濃度が低い傾向にあった。 
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３－４ ＰＭ2.5高濃度日の特徴 

３－４－１ ＰＭ2.5高濃度日 

ＰＭ2.5質量濃度の経日変化を図 3-4-1(図 3-3-2(1)の再掲)に、ＰＭ2.5高濃度日のＰＭ2.5質量濃

度を表 3-4-1に示す。 

環境基準の日平均値である 35μg/m3を超過した日をＰＭ2.5高濃度日とすると、ＰＭ2.5高濃度日

は 4 月 24 日・25 日、7 月 28 日・29 日、2 月 1 日の 5 日間あり、最高濃度は 4 月 24 日の三宝局

での 60.4μｇ/m3 であった。また、ＰＭ2.5高濃度日を含む（1）4月 23日～25日、（2）7月 26日

～29日、（3）1月 29日～2月 1日の期間を高濃度要因解析期間とする。 

  

 

 

図 3-4-1 ＰＭ2.5質量濃度の季節別経日変化 

 

 

表 3-4-1 ＰＭ2.5高濃度日のＰＭ2.5質量濃度 

(μg/m3)      

 泉大津 富田林 高石 聖賢 出来島 三宝 

4月 24日 51.1 49.7 52.9 46.1 50.7 60.4 

4月 25日 37.1 39.8 41.7 38.8 40.5 43.1 

7月 28日 43.7 38.3 45.5 44.1 42.9 46.5 

7月 29日 31.6 29.0 37.6 36.1 34.7 37.2 

2月 1日 33.1 23.0 33.6 30.4 - 36.6 

※下線は、環境基準の日平均値である 35μg/m3超過をあらわす。 

※太字は、調査期間中の最高濃度をあらわす。 

 

（1） 
（2） 

（3） 

三宝 60.4 
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３－４－２ ＰＭ2.5質量濃度が高くなった原因 

これまでの調査結果から、大阪府域において、ＰＭ2.5質量濃度が高くなる原因としては、 

・地域の発生源からの汚染物質の蓄積 

・大陸からの移流 

・光化学反応による二次生成の促進 

が考えられる。 

 ＰＭ2.5高濃度日期間を対象に、図 3-4-2 に示す方法で、高濃度となった主な原因を推定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（＊1）後方流跡線解析：風向・風速や気温等の気象データを用いて、気塊がどこから流れて来たのか時間

を遡って計算する方法。 
 
 

図 3-4-2 ＰＭ2.5質量濃度が高濃度となった原因の推定方法 

○成分分析結果 

 ・濃度が高くなった主な成分(NO3
-、SO4

2-、OC及び EC)  

・無機元素濃度の特徴 

  濃度上昇成分、大陸からの移流の指標である Pb/Zn比など 

 ・シュウ酸イオン(C2O4
2-)濃度 → 光化学反応の指標 

○気象データ 

 ・風速が弱い → 大気が拡散しにくい 

・生駒山と大阪市内の気温差が小さい  → 大気が安定(拡散しにくい) 

・気温が高く、日射量が多い → 光化学反応の促進 

・後方流跡線解析(＊1)等による気塊の流れ  

 

○大気汚染物質 

 ・NOxや非メタン炭化水素(NMHC)濃度の上昇 → 地域の発生源の影響の可能性 

 ・光化学オキシダント(OX)が昼間に高濃度 → 光化学反応の促進 

・光化学オキシダント(OX)が夜間も減少しない → 大陸からの移流の影響の可能性 

総合的に判断し、主な原因を推定 

地域の発生源からの 

汚染物質の蓄積 
大陸からの移流 

光化学反応による 

二次生成の促進 
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高濃度要因解析期間及び季節平均のＰＭ2.5に含まれる主な成分濃度を図 3-4-3に、ＰＭ2.5質量

濃度に占める主な成分濃度の割合を図 3-4-4に、高濃度要因解析期間に濃度が高かった成分を表

3-4-2に示す。 

 夏季の OC、V、Ni 濃度を図 3-4-5 に、C2O4
2-濃度を図 3-4-6 に、冬季の NO3

-濃度と Mn、Fe 及び

Cu 濃度を図 3-4-7に、Pb/Zn 比を図 3-4-8に示す。 

 大阪管区気象台－アメダス生駒山の気温差と大阪管区気象台での風速を図 3-4-9に、風向風速

の流線ベクトル図を図 3-4-10 に、後方流跡線を図 3-4-11 に、化学天気予報システム(ＣＦＯＲ

Ｓ)による硫酸塩エアロゾルの分布予測図を図 3-4-12に示す。 

春季・冬季の NOx 及び NMHC 濃度を図 3-4-13 に、夏季の高濃度要因解析期間における OX 濃度

の経時変化を図 3-4-14に、夏季における昼間の OX 濃度を図 3-4-15に示す。 

 

（１）4月 23日～25日（高濃度日：4月 24日・25 日） 

 ○成分分析結果 

図 3-4-3に示すように、春季の季節平均値に比べ濃度が高かった主な成分は、4月 23日が SO4
2-、

24日が NO3
-、SO4

2-、OC及び EC、25日が SO4
2-、OC及び ECであった。このうち、SO4

2-は、季節平

均値 5.5～7.0 μg/m3に対し、調査期間中の最高濃度となった 24日は 19～24μg/m3と 6地点と

も濃度が大きく上昇した。図 3-4-4に示すように、ＰＭ2.5質量濃度に占める割合も季節平均値

に比べて大きく、季節平均が 31～40%であったのに対し、24日は 38～48%であった。 

３－３－２で示したように、この期間は Al、Ti、Fe、Mn、K、V、Ni、As、Se、Pb濃度も高か

った。また、これらの無機元素はＰＭ2.5質量濃度と類似した濃度変動を示した。特に、Al、Ti、

Fe などの土壌粒子の成分濃度が高く、Al は、他の期間は濃度が上昇しても 100ng/m3程度であ

ったが、この期間は 220(三宝)～470(出来島)ng/m3まで上昇した。 

 ○気象データ 

  22日は、朝鮮半島と四国の南海上に低気圧があり、南から湿った空気が流れ込み、等圧線の

間隔も狭く風も強かったが、23 日になると低気圧は日本の南海上に進み、23 日～25 日は移動

性高気圧に覆われていた。また、等圧線の間隔も広く、風も弱かった。（３－１－１の図 3-1-1

参照）実際に、図 3-4-9 に示すように、大阪管区気象台では 23 日 6 時～26 日 6 時の間、風速

が 1.5m/s以下となることが多く、風が弱かった。 

 一般に大気が 100m 上昇すると温度は 0.60～0.65℃下がることから、大阪管区気象台（標高

23m）とアメダス生駒山（標高 626m）の理想的な気温差は約 3.5～4.0℃である。両地点の気温

差がこれより小さいと大気が安定していると考えられるため、両地点の気温差を大気の安定の

指標とした。図 3-4-9に示すように、24日 1時～7時、25日 1時～10時・13時～18時に気温

差が 3.5℃を下回っていた。 

 後方流跡線解析(NOAA HYSPLIT MODEL)を用いて気塊の流れを推定すると、図 3-4-10に示すよ

うに、4月 24日と 25日は、大陸からの気塊の流れがみられた。また、大阪管区気象台では 23

日 17 時から黄砂が観測され始め、視程が 10km となった。視程は 24 日の 9 時～12 時にかけて

は 7km となり、その後、一度薄まったが、25 日 6 時には再び 6km となった後、次第に薄まり、

25 日 23 時 30 分に黄砂は観測されなくなった。この間、西日本を中心に黄砂が観測され、23

日は 10地点、24日は 21 地点、25日は 18地点で観測された。 

○大気汚染物質 

図 3-4-13 に示すように、23 日～25 日の NOx 濃度は地点間で濃度差があり、富田林以外の 5

地点では濃度が上昇した。一方、NMHC濃度は濃度上昇がみられなかった。 
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 この期間は、黄砂が観測され、Al、Ti、Feなどの土壌粒子の成分濃度が高かった。気象デー

タからも大陸からの気塊の流れがみられ、黄砂粒子を伴った気塊が大陸から移流し、SO4
2-など

の濃度が上昇したと考えられる。気象条件からみると、大気が拡散しにくい状況ではあったが、

NMHCの濃度上昇がみられず、汚染物質の蓄積の影響は小さかったと考えられる。Alなどの濃度

上昇が顕著であったことから、移流の影響が大きかったと思われる。 

  以上より、ＰＭ2.5高濃度日(24日、25日) にＰＭ2.5質量濃度が上昇した主な原因は、大陸か

らの移流であったと推測された。 

 

（２）7月 26日～29日（高濃度日： 7月 28日・29日） 

○成分分析結果 

夏季の季節平均値に比べ濃度が高かった主な成分は、7 月 26 日～28 日は SO4
2-、OC 及び EC、

29日は SO4
2-及び OCであった。このうち、SO4

2-は、季節平均値 5.1～6.0 μg/m3に対し、夏季の

調査期間中の最高濃度となった 28 日は 19～26μg/m3 と 6 地点とも濃度が大きく上昇した。  

SO4
2-はＰＭ2.5 質量濃度に占める割合も季節平均値に比べて大きく、季節平均が 37～44%であっ

たのに対し、28日は 48～56%であった。 

３－３－２で示したように、この期間は V、Ni、Mn、As、Se、Pb濃度も高かった。しかし、

これらの無機元素の濃度変動はＰＭ2.5 質量濃度とは異なり、26 日が最も高く、27 日以降は減

少傾向にあった。また、図 3-4-5に示すように、OC、V、Ni濃度は、地点間で濃度差があった。 

光化学反応で二次生成する有機粒子の成分はジカルボン酸が多いことが報告されており、図

3-4-6に示すように C2O4
2-濃度はＰＭ2.5質量濃度と濃度変動が類似していた。 

 ○気象データ 

  26 日～29 日は日本の南海上に中心をもつ高気圧に覆われ、等圧線の間隔も広く、海陸風が

卓越する気象条件であった。（３－１－１の図 3-1-1参照）また、26日～29日には大阪管区気

象台からスモッグ気象情報(光化学オキシダント)が発表され、局地的に光化学スモッグが発生

しやすい気象状態であり、26日～28日は大阪府内で光化学スモッグ注意報が発令されていた。

この期間、大阪管区気象台での気温は 9時には 30℃を超え、最高気温は 34.4℃～35.4℃(平年

値 33.1℃～33.4℃)であった。 

  図 3-4-10 に示すように、大阪府域の大気汚染常時監視測定局で測定した風向風速のデータ

から、大阪府域での風の流れと強さを計算した流線ベクトル図をみると、昼間は日射の強まり

とともに海風(西寄りの風)が侵入し、夜間になると海風が弱まり風速が弱まっていた。図 3-4-9

に示すように、大阪管区気象台での風速は夜間になると弱まり、昼間にやや強まるを繰り返し

ていた。また、この期間の大阪管区気象台とアメダス生駒山の気温差は 5℃程度であった。 

  一方、7月 28日の後方流跡線は、気塊の流れが日本周辺(南西方面)からであった。 

○大気汚染物質 

図 3-4-14に示すように、OX濃度は昼間に上昇し夜間になると低下し、OXは光化学反応によ

って生成したと考えられる。また、図 3-4-15 に示すように、昼間の OX 濃度は 26 日～29 日に

かけて高かった。 

 

この期間は、気象状況からみても光化学反応が促進されやすく、実際に、昼間の OX 濃度や  

ＰＭ2.5 に含まれる C 2O4
2-濃度が高かった。また、海陸風が卓越する気象条件であったため、大

気が拡散せずに生成した SO4
2-や OC などの二次生成粒子が蓄積しやすかったと考えられる。し
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かし、SO4
2-粒子の前駆物質の発生源については、引き続き検討が必要である。さらに、V、Ni、

Mn、As、Se、Pb濃度も高かったことから、汚染物質の蓄積もあったと考えられる。 

以上より、ＰＭ2.5高濃度日(28日、29日) にＰＭ2.5質量濃度が上昇した主な原因は、光化学

反応による二次生成の促進と汚染物質の蓄積であったと推測された。 

 

（３）1月 29日～2月 1日（高濃度日： 2月 1日） 

 ○成分分析結果 

冬季の季節平均値に比べ濃度が高かった主な成分は、1月 29日は NO3
-、SO4

2-及び EC、1月 30

日は SO4
2-及び EC、1 月 31 日～2 月 1 日は NO3

-、OC 及び EC であった。このうち、NO3
-は、季節

平均値1.6～2.7μg/m3に対し、冬季の調査期間中の最高濃度となった2月1日は3.1～7.4μg/m3

と濃度が上昇した。ＰＭ2.5質量濃度に占める割合も季節平均値に比べて大きく、季節平均が 10

～13%であったのに対し、2月 1日は 14～20%であった。一方、SO4
2-は、季節平均値 4.4～4.9μ

g/m3に対し、1 月 30 日は 9.6～11μg/m3と 6 地点とも濃度が大きく上昇した。ＰＭ2.5質量濃度

に占める割合も季節平均値に比べて大きく、季節平均が 24～28%であったのに対し、33～40%で

あった。 

図 3-4-7 に示すように、NO3
-濃度と鉄鋼工業の指標成分である Mn、Fe 及び Cu 濃度は、濃度

変動が類似しており、1月 29日及び 31日～2月 1日に高い傾向にあった。また、地点間で濃度

差があり、他の 4地点で濃度が大きく上昇しても富田林では濃度上昇が小さかった。 

Pbは石炭燃焼により発生し、日本での濃度は減少傾向にあるが、大陸では依然として高濃度

であり、大陸からの移流の影響があると Pb/Zn比は高くなり 0.50以上となることが報告されて

いる。（※3）図 3-4-8 に示すように、SO4
2-濃度が高かった 1 月 29 日、30 日は、泉大津・富田

林・高石では Pb/Zn比が高かった。聖賢・三宝は Zn 濃度が高いため、Pb濃度が上昇しても Pb/Zn

比が高くならなかった。（３－３－２の図 3-3-5(8)参照） 

○気象データ 

  冬型の気圧配置が解消され、1月 28日～31日は移動性高気圧に覆われていた。その後、2月

1日は気圧の谷が近づいた。（３－１－１の図 3-1-1参照）大阪管区気象台では 30日 7時 40分

～11時に煙霧(＊2)を、31日 4時 30分～10時にもや(＊3)を観測した。 

  風速は、大阪管区気象台では 29 日～30 日は夜間に弱く昼間にやや強まる状況にあったが、

30日 20時～2月 2日 9時の間、風速が 1.5m/s以下となることが多かった。大阪管区気象台－

アメダス生駒山の気温差も 1月 31日 20時～2月 1日 15時と 2月 1日 21時～2月 2日 10時に

3.5℃を大きく下回っていた。 

  後方流跡線では、1月 30日は大陸からの気塊の移流がみられ、2月 1日は気塊の流れが日本

周辺からであった。図 3-4-12に示す化学天気予報システム(CFORS)による硫酸塩エアロゾルの

分布予測図では、後方流跡線と同様に、硫酸塩エアロゾルは、1月 30日は大陸からの移流が予

測され、2月 1日は分布が日本の南からの流れになっていた。 

 (＊2)煙霧：視程が 1km以上で相対湿度が 50%以下 

(＊3)もや：視程が 1km以上で相対湿度が 50%以上 

○大気汚染物質 

NMHC濃度は 1月 28日～2月 1日にかけて濃度が高く、地点間で濃度差があった。NOx濃度は

NO3
-と濃度変動が類似しており、1月 29日及び 31 日～2月 1日に高くなったが、他の 4地点で

濃度が大きく上昇しても富田林では濃度上昇が小さかった。 
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SO4
2-濃度は 1 月 29 日～30 日に高かった。大陸からの移流の指標となる Pb/Zn 比も泉大津・

富田林・高石で 1月 29日～30日に高く、また、1月 30日は大陸からの気塊の移流がみられ、1

月 29日～30日は大陸からの移流の影響で、SO4
2-濃度などが上昇したと考えられる。 

さらに、1 月 29 日～2 月 1 日は、風速が弱く、大気が拡散しにくい状況にあり、特に、1 月

31 日～2 月 1 日は、大気も安定していた。この間、NO3
-や鉄鋼工業の指標成分である Mn、Fe、

Cuなどの濃度が高く、また、NOx、NMHCなどの大気汚染物質濃度も高かったことから、汚染物

質の蓄積があったと考えられる。しかし、30日は、NO3
-、Mn、Fe、Cu濃度及び NOx濃度が前日

に比べ減少し、また、5 地点の濃度がほぼ同じであったことから、汚染物質の蓄積の影響は減

少したものと推測される。 

以上より、1 月 29 日は大陸からの移流の影響と汚染物質の蓄積の影響の両方があったが、1

月 30日は、汚染物質の蓄積の影響が減少した。その後、大陸からの移流の影響が小さくなった

ことにより、SO4
2-濃度が減少したが、大気が安定してくるにしたがい、汚染物質の蓄積の影響

が大きくなり、2 月 1 日に、ＰＭ2.5濃度が高濃度要因解析期間 4 日間のうち最大となったと考

えられる。したがって、ＰＭ2.5高濃度日(2 月 1 日) にＰＭ2.5質量濃度が上昇した主な原因は、

地域の発生源からの汚染物質の蓄積であったと推測された。 
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図 3-4-3 ＰＭ2.5に含まれる主な成分濃度（高濃度要因解析期間及び季節平均値） 

 

（１） （２） （３） 
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図 3-4-4 ＰＭ2.5質量濃度に占める主な成分濃度の割合 

（高濃度要因解析期間及び季節平均値） 

 

表 3-4-2 高濃度日期間に濃度が高かった成分 

 春季 夏季 冬季 

4/23 4/24 4/25 7/26 7/27 7/28 7/29 1/29 1/30 1/31 2/1 

NO3
-  ○      ◎  ◎ ◎ 

SO4
2- ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎   

OC  ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ◎ 

EC  ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ◎ ◎ 

（１） （２） （３） 

◎：割合も大きかった成分 
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図 3-4-5 ＰＭ2.5に含まれる OC、V、Ni濃度（夏季） 

     

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-6 ＰＭ2.5に含まれる C2O4
2-濃度（夏季） 

 

 

 

図 3-4-7 ＰＭ2.5に含まれる NO3
-濃度と Mn、Fe及び Cu濃度（冬季） 
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図 3-4-8 ＰＭ2.5に含まれる Pb/Zn比（冬季） 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-9 大阪管区気象台－アメダス生駒山の気温差と大阪管区気象台での風速 
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図 3-4-10 風向風速の流線ベクトル図 

 

 

② 7月 28日 10時 ① 7月 28日 16時 

④ 7月 28日 22時 

③ 7月 29日 4時 
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③ 1月 30日 21時 

④ 2月 1日 21時 

① 4月 24日 21時 

図 3-4-11 後方流跡線（3 日前、 

観測地点高度：500m・1500m、 

NOAA HYSPLIT MODEL） 

図 3-4-12 化学天気予報システム(ＣＦＯＲＳ)による 

硫酸塩エアロゾルの分布予測図（高度 0～1km平均） 

 

② 7月 28日 21時 
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図 3-4-13 NOx及び NMHC濃度（春季・冬季） 

 

 

 

 

図 3-4-14  OX濃度の経時変化（夏季の高濃度要因解析期間） 

 

 
 

 

図 3-4-15 昼間の OX濃度（夏季） 

※昼間 OXは、11時から 20時と翌日 6時から 9時の時間値の平均。 
※高石は、高石消防署高師浜出張所局のデータ 
※出来島は、淀中学校局のデータ 

※泉大津の NMHCは、高石消防署高師浜出張所局のデータ 
※聖賢の NMHCは、国設大阪局のデータ 

※泉大津の NMHCは、高石消防署高師浜出張所局のデータ 
※聖賢の NMHCは、国設大阪局のデータ 

※高石は、高石消防署高師浜出張所局のデータ 
※出来島は、淀中学校局のデータ 
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３－４－３ 高濃度原因の寄与の大きさに関する解析 

主成分分析を用いて、ＰＭ2.5が高濃度となった原因の寄与がどの程度であったかを考察した。 

ＰＭ2.5の主な成分である NO3
-、SO4

2-、OC、EC 濃度(6 地点の日ごとの濃度)に主成分分析を適用

した場合の第一主成分と第二主成分の係数を表 3-4-3に示す。なお、第二主成分までの累積寄与

率は 96％で、第二主成分まででこれらのデータをほぼ説明できる。 

 

表 3-4-3 主成分分析を適用した場合の主成分係数 

 

 

 第一主成分は SO4
2-濃度の係数が大きく、第二主成分は SO4

2-濃度の係数が小さく、NO3
-、OC濃度

の係数が大きかった。３－４－２の考察をもとに、主成分の解釈を行うと、春季・冬季について

は、SO4
2-濃度の係数が大きい第一主成分は大陸からの移流の影響を、NO3

-、OC濃度の係数が大き

い第二主成分は地域の発生源からの汚染物質の蓄積の影響を表していると考えられる。しかし、

夏季については、SO4
2-濃度が高くなる主な原因が大陸からの移流の影響と光化学反応による二次

生成の促進であること、気温が高いため NO3
-はガス状となり粒子状の NO3

-濃度が低いといったこ

とがあり、主成分の解釈が複雑になるため、春季・冬季についてのみ考察する。 

ＰＭ2.5高濃度日期間について、第一主成分得点をＸ軸に、第二主成分得点をＹ軸にとった散布

図を図 3-4-16に示す。各季節のＰＭ2.5高濃度原因が主に 2つあると仮定して、2つの原因の寄与

の大きさを散布図から考察すると以下のとおりとなった。 

（１） 春季 

4月 23日～25日は、大陸からの移流の影響が主な原因で、その影響は 24日>25日>23日で

あった。 

（２） 冬季 

1月 29日～2月 1日は、大陸からの移流の影響と地域の発生源からの汚染物質の蓄積の影

響が混ざっていて、29 日は大陸からの移流の影響より地域の発生源からの汚染物質の蓄積の

影響の寄与がやや大きかったが、30日は大陸からの移流の影響が主な原因となり、4日間の

うちで影響の大きさも最も大きかった。その後、大陸からの移流の影響が小さくなり、2月 1

日は地域の発生源からの汚染物質の蓄積の影響が主な原因となり、4日間のうちで影響の大

きさも最も大きかった。 

  

 ３－４－２の考察とほぼ一致しており、主成分分析を用いて、光化学反応により二次生成が促

進され、気温が高いため粒子状の NO3
-濃度が低い夏季を除いて、ＰＭ2.5が高濃度となった原因の

寄与がどの程度であったかを推定できることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ₃⁻ ＳＯ₄²⁻ OC EC

第一主成分 0.062 0.98 0.15 0.072
第二主成分 0.63 -0.17 0.70 0.27
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図 3-4-16 主成分分析結果の散布図 

  

（１） 

（２） 
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３－５ まとめ 

平成 24年度は、一般環境大気測定局 2地点(泉大津、富田林)、自動車排出ガス測定局 1地点(高

石)の 3地点で成分分析を実施し、その結果をまとめると以下のとおりとなる。 

○年平均及び季節平均 

・各季節 14日間の合計 56 日間におけるＰＭ2.5質量濃度の年平均値は、泉大津で 15.9μg/m3、富

田林で 15.3μg/m3、高石で 17.2μg/m3であった。 

・ＰＭ2.5質量濃度の各季節 14日間の季節平均値は、夏季・秋季に比べ春季・冬季に高かった。

地点間では、全ての季節において一般局の泉大津、富田林に比べ、自排局の高石で高かった。 

・ＰＭ2.5に含まれる主な成分は、NO3
-、SO4

2-、NH4
+、OC 及び ECで、SO4

2-及び OC 濃度の割合が高く、

2つを合わせるとＰＭ2.5質量濃度の約 50％を占めていた。 

・富田林における NO3
-濃度の割合は 4％と、泉大津(6％)、高石(7％)に比べ低かった。その他の

主な成分は地点間で大きな差はなかった。 

・NO3
-濃度は、冬季＞春季＞秋季＞夏季の順で、夏季は非常に低かった。SO4

2-濃度は、春季＞夏

季＞冬季＞秋季の順であった。OC及び EC濃度は、季節変動があまりなかった。 

 

さらに、大阪府と同じ期間に調査を実施した大阪市及び堺市の分析結果もあわせて、地域特性

及び高濃度日の特徴について解析し、その結果は以下のとおりであった。 

○地域特性 

・平成 23年度調査結果では、自排局(松原)は、一般局(泉大津・島本)に比べ、ＰＭ2.5質量濃度

が高く、成分濃度も SO4
2-を除き濃度が高かった。夏季と秋季の OCも濃度変動が異なっている

日が多く、また、ブレーキ粉塵粒子の指標成分である Ba-Sb間の相関係数が一般局に比べて大

きく、自排局と一般局との違いが認められた。しかし、平成 24年度結果からは、自排局(高石・

出来島)の特徴が明確に認められなかったので、今後の調査結果とあわせて検討することとす

る。 

・臨海工業地域に近い三宝では、V・Ni(石油燃焼粒子)、Mn・Cu・Zn(鉄鋼工業粒子)などの濃度

が他の地点に比べて高く、固定発生源の影響が他の 5地点に比べて大きいと考えられる。 

・NO3
-、OC、ECは濃度に地点差があり、地域の発生源の影響を受けていると考えられる。ECは地

点間の濃度差が小さく、濃度の違いから影響の大きさを推測することはできないが、NO3
-は富

田林など NOxの発生源の少ない地域では濃度が低い傾向にあった。 

 

○高濃度日の特徴 

環境基準の日平均値である 35μg/m3を超過した日をＰＭ2.5高濃度日として、季節ごとに高濃度

となった主な原因について考察した。 

・春季は、4 月 24 日～25 日が高濃度日となった。この期間、黄砂が観測され、Al、Ti、Fe など

の土壌粒子の成分濃度が高かった。気象データからも大陸からの気塊の流れがみられ、黄砂粒

子を伴った気塊が大陸から移流し、SO4
2-などの濃度が上昇したと考えられる。気象条件からみ

ると、大気が拡散しにくい状況ではあったが、NMHC の濃度上昇がみられず、汚染物質の蓄積の

影響は小さく、Alなどの濃度上昇が顕著であったことから、移流の影響が大きかったと思われ

る。よって、ＰＭ2.5質量濃度が上昇した主な原因は、大陸からの移流であったと推測された。 

・夏季は、7月 28日～29 日が高濃度日となった。この期間は、気象状況からみても光化学反応

が促進されやすく、実際に、昼間の OX濃度やＰＭ2.5に含まれる C 2O4
2-濃度が高かった。また、

海陸風が卓越する気象条件であったため、大気が拡散せずに生成した SO4
2-や OCなどの二次生
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成粒子が蓄積しやすく、さらに、V、Ni、Mn、As、Se、Pb濃度も高かったことから、汚染物質

の蓄積もあったと考えられる。よって、ＰＭ2.5質量濃度が上昇した主な原因は、光化学反応に

よる二次生成の促進と汚染物質の蓄積であったと推測された 

・冬季は、2 月 1 日が高濃度日となった。1 月 29 日～2 月 1 日は、風速が弱く、大気が拡散しに

くい状況にあり、特に、1 月 31 日～2 月 1 日は、大気も安定していた。この間、NO3
-や鉄鋼工

業の指標成分である Mn、Fe、Cuなどの濃度が高く、また、NOx、NMHCなどの大気汚染物質濃度

も高かったことから、汚染物質の蓄積があったと考えられる。よって、ＰＭ2.5質量濃度が上昇

した主な原因は、地域の発生源からの汚染物質の蓄積であったと推測された。 
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資料

資料１　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の春季分析結果

H24.4.18 H24.4.19 H24.4.20 H24.4.21 H24.4.22 H24.4.23 H24.4.24 H24.4.25 H24.4.26 H24.4.27 H24.4.28 H24.4.29 H24.4.30 H24.5.1 春季平均値

22.2 22.1 10.2 4.5 4.7 28.1 51.1 37.1 7.7 9.8 19.0 20.0 9.8 1.5 17.7 - -
Ｃｌ⁻ <0.023 0.30 <0.023 0.049 0.080 <0.023 0.074 0.15 <0.023 0.056 0.082 0.060 <0.023 <0.023 0.066 0.023 0.075

ＮＯ₃⁻ 2.1 3.4 0.82 0.25 1.0 1.5 2.9 0.96 0.35 0.41 1.8 2.5 0.31 0.11 1.3 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 7.2 7.3 2.9 1.0 0.34 10 20 15 2.8 1.8 3.8 6.2 3.8 0.96 5.9 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.23 0.21 0.013 0.075 0.023 0.21 0.0082 0.0056 0.090 0.11 0.22 0.023 <0.0036 0.0039 0.087 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.11 0.13 0.056 0.063 <0.025 0.12 0.19 0.12 0.12 0.15 0.21 0.13 0.080 0.064 0.11 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 3.5 4.0 1.6 0.59 0.56 4.2 7.7 5.7 1.3 0.92 2.1 3.2 1.7 0.47 2.7 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.17 0.11 0.053 0.039 0.025 0.19 0.37 0.21 0.054 0.076 0.087 0.058 0.040 0.026 0.11 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.016 0.014 0.0059 0.0046 0.0028 0.023 0.049 0.047 0.016 0.025 0.035 0.020 0.014 0.0072 0.020 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.13 0.057 <0.018 0.023 0.027 0.11 0.20 0.20 0.039 0.14 0.19 0.059 0.046 0.026 0.090 0.018 0.059
Na 130 170 74 83 32 140 260 140 150 110 140 200 190 80 140 6.1 20
Al 70 63 19 20 <13 200 440 300 73 78 110 110 130 22 120 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 170 130 49 47 27 210 440 230 62 78 92 90 67 31 120 2.9 9.6
Ca 54 43 17 12 12 96 200 140 33 40 56 62 70 64 64 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * 6.0 5.1 2.3 1.7 <1.6 11 23 11 3.6 7.2 10 7.0 2.4 1.8 6.6 1.6 5.3
V 10 9.1 1.6 3.4 2.8 4.7 16 12 5.5 4.6 14 21 1.5 3.0 7.8 0.025 0.084
Cr 1.3 1.2 1.4 2.4 <0.68 2.6 5.9 2.2 0.73 1.4 1.3 3.4 <0.68 0.74 1.8 0.68 2.3
Mn * 15 11 4.2 4.7 2.1 15 28 18 6.5 5.8 10 6.7 2.5 5.8 9.7 0.18 0.59
Fe 180 140 52 46 30 230 410 250 78 110 160 140 40 45 140 12 40
Co * 0.12 0.075 <0.031 <0.031 0.037 0.12 0.22 0.13 <0.031 <0.031 0.13 0.39 <0.031 0.068 0.098 0.031 0.10
Ni 4.8 4.6 0.96 1.4 1.7 3.0 9.3 4.0 2.1 1.8 7.1 10 <0.45 1.2 3.7 0.45 1.5
Cu * 6.9 11 1.9 2.3 2.8 5.1 11 5.1 4.9 2.6 4.0 3.4 <0.71 1.7 4.5 0.71 2.4
Zｎ 64 55 17 74 23 63 100 64 24 16 43 37 17 41 46 0.96 3.2
As 1.5 0.75 0.26 0.14 0.12 2.3 3.8 2.0 0.42 0.65 0.67 0.56 0.19 0.097 0.96 0.017 0.057
Se * 0.87 0.69 0.18 0.11 0.20 1.9 2.8 1.3 0.30 0.20 0.53 0.65 0.26 <0.042 0.72 0.042 0.14
Rb * 0.74 0.52 0.14 0.15 0.071 1.4 2.7 1.3 0.25 0.31 0.36 0.34 0.21 0.083 0.61 0.022 0.075
Mo * 2.6 2.3 <0.20 <0.20 0.40 0.86 2.1 0.93 0.50 0.42 1.0 1.4 0.26 0.58 0.97 0.20 0.65
Sb 1.9 1.3 1.2 0.95 0.26 1.9 2.7 1.3 0.81 1.9 1.4 1.6 1.4 0.61 1.4 0.017 0.056
Cs * 0.10 0.073 0.013 <0.0096 0.066 0.42 0.51 0.19 0.054 0.050 0.078 0.047 0.015 <0.0096 0.12 0.0096 0.032
Ba * 6.1 5.3 2.7 11 4.0 7.0 19 8.9 3.5 9.8 5.9 5.7 43 5.7 9.8 0.60 2.0
La * 0.18 0.28 0.086 0.078 0.15 0.21 0.49 0.25 0.074 0.076 0.29 0.30 0.066 0.033 0.18 0.015 0.051
Ce * 0.29 0.49 0.18 0.15 0.31 0.35 0.87 0.46 0.14 0.14 0.45 0.40 0.12 0.059 0.31 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.034 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 17 12 5.0 5.6 2.2 25 50 23 6.8 5.9 9.6 7.5 3.8 3.9 13 1.6 5.4
Cd ** 0.34 0.25 0.091 0.059 0.039 0.65 1.0 0.41 0.12 0.11 0.20 0.20 0.15 0.052 0.26 0.026 0.087
OC 5.1 3.7 2.7 2.8 2.3 4.3 5.7 4.5 2.6 3.6 5.1 4.8 2.7 2.2 3.7 0.17 0.57
EC 1.5 1.0 0.66 0.57 0.47 1.5 2.4 1.9 0.93 0.99 1.4 1.0 0.56 0.54 1.1 0.019 0.064

WSOC ** 3.2 2.4 1.5 1.4 0.98 2.6 4.0 2.9 1.5 2.0 2.9 2.7 1.5 1.1 2.2 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。

各
種
成
分
濃
度

①イオン成分
（μ g/m³）

②無機元素成分
(ｎg/m³)

③炭素成分※

（μ g/m3)

- 7
9

 -

検出下限値平成24年度　春季
泉大津市役所

定量下限値

質量濃度（μ g/m³）



資料１　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の春季分析結果

H24.4.18 H24.4.19 H24.4.20 H24.4.21 H24.4.22 H24.4.23 H24.4.24 H24.4.25 H24.4.26 H24.4.27 H24.4.28 H24.4.29 H24.4.30 H24.5.1 春季平均値

26.5 19.7 11.1 5.3 1.1 23.7 49.7 39.8 8.5 9.7 17.4 27.3 10.2 1.3 18.0 - -

Ｃｌ⁻ <0.023 0.11 <0.023 <0.023 0.094 0.057 0.038 0.070 0.026 0.026 <0.023 0.040 <0.023 <0.023 0.038 0.023 0.075
ＮＯ₃⁻ 0.99 1.6 0.62 0.083 0.34 0.67 0.88 0.73 0.75 0.38 0.57 1.3 0.084 <0.083 0.65 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 7.1 6.2 2.6 0.39 0.17 8.7 19 16 2.5 1.6 3.0 5.5 4.0 0.15 5.5 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.015 0.0069 0.0049 0.0041 <0.0036 0.0078 0.015 0.0097 0.038 0.033 0.17 0.0097 0.081 <0.0036 0.028 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.097 0.068 0.033 <0.025 0.090 0.15 0.19 0.15 0.091 0.10 0.12 0.14 0.10 0.029 0.098 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 3.1 3.1 1.5 0.26 0.21 3.4 6.8 5.9 1.4 0.80 1.4 2.7 1.7 0.081 2.3 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.14 0.090 0.038 0.018 0.066 0.15 0.37 0.27 0.070 0.079 0.11 0.093 0.049 0.015 0.11 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.013 0.010 0.0043 0.0039 0.0064 0.033 0.053 0.051 0.013 0.014 0.032 0.023 0.015 0.0026 0.020 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.062 0.047 <0.018 <0.018 0.035 0.15 0.24 0.21 0.037 0.089 0.26 0.094 0.044 <0.018 0.093 0.018 0.059
Na 110 86 46 42 <6.1 88 190 180 <6.1 99 120 160 100 20 89 6.1 20
Al 68 47 <13 17 <13 190 390 450 <13 75 220 130 58 <13 120 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 150 110 51 23 9.7 160 400 340 4.4 89 160 130 47 7.4 120 2.9 9.6
Ca 46 23 3.1 10 <2.2 90 230 230 4.0 46 120 63 26 <2.2 64 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * 6.6 7.0 8.0 8.5 3.9 14 56 32 25 10 25 17 7.6 9.0 16 1.6 5.3
V 7.1 3.6 1.5 0.21 0.42 3.0 5.1 10 0.045 2.8 6.8 12 0.96 0.052 3.8 0.025 0.084
Cr 1.9 1.4 <0.68 0.77 <0.68 1.4 4.0 7.2 2.2 4.2 3.7 5.9 3.0 1.4 2.7 0.68 2.3
Mn * 11 6.0 3.6 0.48 0.71 17 25 26 0.28 7.4 9.9 7.7 2.0 0.38 8.4 0.18 0.59
Fe 130 81 35 <12 <12 210 400 420 22 110 190 170 55 <12 130 12 40
Co * 0.11 0.048 <0.031 <0.031 <0.031 0.19 0.24 0.35 0.062 0.17 0.19 0.28 0.12 0.056 0.13 0.031 0.10
Ni 3.6 1.9 1.8 <0.45 <0.45 1.8 4.4 7.1 1.3 2.7 4.7 7.8 1.7 0.70 2.9 0.45 1.5
Cu * 6.2 2.9 1.1 0.78 0.72 3.8 8.1 8.1 <0.71 2.5 4.3 3.9 0.92 <0.71 3.1 0.71 2.4
Zｎ 38 30 10 4.1 3.1 45 87 83 <0.96 19 39 37 4.0 <0.96 29 0.96 3.2
As 1.2 0.65 0.27 0.077 0.071 1.7 3.5 2.6 <0.017 0.54 0.67 0.68 0.15 <0.017 0.87 0.017 0.057
Se * 0.5 0.28 <0.042 <0.042 <0.042 1.1 2.2 1.4 <0.042 <0.042 0.070 0.29 <0.042 <0.042 0.43 0.042 0.14
Rb * 0.69 0.45 0.14 0.055 <0.022 1.1 2.3 1.9 <0.022 0.31 0.59 0.43 0.16 <0.022 0.58 0.022 0.075
Mo * 1.3 0.61 <0.20 <0.20 <0.20 0.81 1.1 1.4 <0.20 0.37 0.71 1.1 <0.20 <0.20 0.57 0.20 0.65
Sb 1.6 1.1 0.64 0.41 <0.017 1.0 1.9 2.4 <0.017 0.87 1.1 1.6 0.33 0.034 0.93 0.017 0.056
Cs * 0.12 0.066 0.014 <0.0096 <0.0096 0.37 0.41 0.29 <0.0096 0.042 0.079 0.055 0.015 <0.0096 0.11 0.0096 0.032
Ba * 3.9 2.0 2.0 6.8 <0.60 3.7 10 7.7 0.69 2.8 6.2 4.8 1.1 <0.60 3.7 0.60 2.0
La * 0.17 0.14 0.10 0.053 0.066 0.15 0.36 0.49 <0.015 0.084 0.26 0.27 0.053 <0.015 0.16 0.015 0.051
Ce * 0.27 0.22 0.21 0.11 0.14 0.24 0.59 0.84 0.025 0.16 0.45 0.41 0.13 0.024 0.27 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.036 0.042 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 16 11 3.5 <1.6 <1.6 18 38 35 <1.6 6.1 15 9.2 2.6 <1.6 11 1.6 5.4
Cd ** 0.31 0.19 0.067 ＜0.026 ＜0.026 0.46 0.82 0.68 ＜0.026 0.20 0.21 0.43 0.050 ＜0.026 0.25 0.026 0.087
OC 4.7 3.7 2.8 2.1 1.3 3.5 6.0 5.1 2.5 3.8 5.7 5.7 2.5 1.6 3.7 0.17 0.57
EC 1.1 0.79 0.62 0.32 0.15 1.3 2.9 1.9 0.61 1.0 1.2 1.5 0.35 0.096 0.99 0.019 0.064

WSOC ** 3.3 2.5 1.5 1.2 0.94 2.3 4.0 3.7 1.4 2.2 3.3 3.6 1.6 0.72 2.3 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
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平成24年度　春季
富田林市役所

検出下限値 定量下限値

質量濃度（μ g/m³）

各
種
成
分
濃
度

①イオン成分
（μ g/m³）

②無機元素成分
(ｎg/m³)

③炭素成分※

（μ g/m3)



資料１　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の春季分析結果

H24.4.18 H24.4.19 H24.4.20 H24.4.21 H24.4.22 H24.4.23 H24.4.24 H24.4.25 H24.4.26 H24.4.27 H24.4.28 H24.4.29 H24.4.30 H24.5.1 春季平均値

23.9 25.2 12.1 4.4 4.8 28.9 52.9 41.7 8.6 10.2 20.0 25.4 10.8 4.5 19.5 - -

Ｃｌ⁻ 0.074 0.54 0.067 0.068 0.23 0.088 0.076 0.33 0.11 0.13 0.075 0.36 0.027 0.064 0.16 0.023 0.075
ＮＯ₃⁻ 2.2 4.5 1.3 0.17 1.1 2.3 2.7 1.2 0.49 0.59 3.1 3.9 0.19 0.23 1.7 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 8.5 8.5 3.4 0.77 0.31 11 24 19 2.7 2.2 4.6 7.5 4.4 1.0 7.0 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.010 0.013 0.045 <0.0036 0.022 0.21 0.39 0.0086 <0.0036 0.0057 0.27 0.29 0.078 0.048 0.10 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.14 0.12 0.055 0.051 0.080 0.12 0.18 0.18 0.20 0.13 0.16 0.17 0.12 0.16 0.13 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 3.9 4.5 2.0 0.46 0.65 4.7 8.9 6.8 1.2 1.2 2.7 4.2 1.9 0.45 3.1 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.22 0.14 0.065 0.048 0.057 0.20 0.40 0.30 0.15 0.097 0.097 0.091 0.055 0.048 0.14 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.018 0.015 0.0064 0.0061 0.0031 0.024 0.050 0.053 0.020 0.022 0.029 0.025 0.017 0.018 0.022 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.081 0.054 0.023 0.063 0.027 0.12 0.21 0.23 0.063 0.11 0.19 0.081 0.061 0.094 0.10 0.018 0.059
Na 120 130 56 33 22 120 210 110 100 85 140 260 100 58 110 6.1 20
Al 72 52 16 19 <13 200 420 220 31 77 100 84 50 20 98 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 170 120 52 29 22 200 470 200 56 84 110 100 57 28 120 2.9 9.6
Ca 120 85 58 45 61 140 260 110 24 44 62 120 28 14 84 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * 8.4 3.7 3.9 4.9 <1.6 15 28 16 2.8 12 9.9 7.8 4.6 6.1 8.9 1.6 5.3
V 9.6 8.8 1.6 0.70 2.1 4.3 18 12 1.3 4.5 19 23 1.1 2.1 7.7 0.025 0.084
Cr 2.0 0.87 2.3 1.8 1.2 2.4 3.5 3.2 <0.68 9.4 2.8 1.6 <0.68 2.9 2.5 0.68 2.3
Mn * 12 12 4.4 2.0 1.8 15 28 15 5.6 7.0 11 6.3 2.1 4.0 9.0 0.18 0.59
Fe 160 130 78 45 32 270 450 230 67 160 160 130 54 60 140 12 40
Co * 0.13 0.068 <0.031 0.074 <0.031 0.17 0.21 0.11 <0.031 0.20 0.23 0.17 <0.031 0.084 0.11 0.031 0.10
Ni 5.1 3.9 1.3 0.84 0.98 10 8.5 4.3 0.47 6.4 9.3 11 <0.45 2.7 4.6 0.45 1.5
Cu * 7.4 7.2 5.9 3.3 3.4 10 10 5.4 4.0 5.1 5.7 3.6 3.0 2.9 5.5 0.71 2.4
Zｎ 67 59 18 31 20 54 100 43 27 22 52 44 8.1 32 41 0.96 3.2
As 1.4 0.79 0.26 0.073 0.097 2.0 4.5 1.7 0.34 0.76 0.81 0.67 0.19 0.097 0.98 0.017 0.057
Se * 0.50 0.37 <0.042 <0.042 <0.042 1.3 3.4 0.87 <0.042 <0.042 0.41 0.49 <0.042 <0.042 0.53 0.042 0.14
Rb * 0.73 0.47 0.15 0.085 0.054 1.3 2.8 1.0 0.19 0.33 0.40 0.35 0.16 0.075 0.58 0.022 0.075
Mo * 3.0 2.0 0.32 <0.20 0.49 0.91 2.0 0.91 0.26 0.72 1.8 2.2 <0.20 0.54 1.1 0.20 0.65
Sb 2.1 1.4 1.6 0.72 0.41 1.9 2.8 1.3 0.63 2.5 1.8 4.7 0.71 1.0 1.7 0.017 0.056
Cs * 0.11 0.069 0.015 <0.0096 0.024 0.42 0.55 0.15 0.027 0.057 0.083 0.055 0.016 <0.0096 0.11 0.0096 0.032
Ba * 7.8 8.9 5.8 9.0 4.6 9.0 13 6.5 2.7 6.8 6.1 5.4 4.6 3.9 6.7 0.60 2.0
La * 0.17 0.24 0.077 0.046 0.052 0.20 0.45 0.20 0.053 0.11 0.28 0.26 0.049 0.034 0.16 0.015 0.051
Ce * 0.28 0.34 0.17 0.12 0.12 0.41 0.73 0.38 0.11 0.27 0.42 0.34 0.094 0.065 0.27 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.041 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 15 13 6.0 4.0 2.1 24 47 19 5.9 6.4 9.8 7.7 3.4 3.1 12 1.6 5.4
Cd ** 0.32 0.25 0.091 0.037 0.053 0.57 1.1 0.34 0.089 0.14 0.22 0.22 0.19 0.045 0.26 0.026 0.087
OC 5.1 3.7 3.0 2.7 2.3 4.4 5.8 4.9 2.9 4.0 5.3 4.5 3.3 2.1 3.9 0.17 0.57
EC 1.5 1.1 0.96 0.54 0.71 1.7 2.9 2.1 0.81 1.2 1.6 1.1 0.75 0.53 1.3 0.019 0.064

WSOC ** 4.0 3.0 2.1 1.7 1.3 3.2 5.0 4.0 2.2 2.9 3.9 3.3 1.7 1.4 2.8 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
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定量下限値

質量濃度（μ g/m³）
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平成24年度　春季
カモドールMBS

検出下限値



資料２　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の夏季分析結果

H24.7.26 H24.7.27 H24.7.28 H24.7.29 H24.7.30 H24.7.31 H24.8.1 H24.8.2 H24.8.3 H24.8.4 H24.8.5 H24.8.6 H24.8.7 H24.8.8 夏季平均値

18.8 25.1 43.7 31.6 7.4 6.7 2.4 5.7 8.3 3.8 4.9 7.9 10.7 7.8 13.2 - -

Ｃｌ⁻ <0.023 0.083 <0.023 <0.023 <0.023 0.036 0.045 0.024 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 0.023 0.075
ＮＯ₃⁻ 0.091 <0.083 <0.083 <0.083 <0.083 0.11 0.093 0.17 0.11 <0.083 0.10 0.16 <0.083 0.10 0.085 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 10 9.2 21 17 2.8 2.1 0.44 1.4 2.4 1.3 0.91 1.7 2.7 1.2 5.3 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.31 0.31 0.40 0.19 0.10 0.053 0.017 0.068 0.12 0.035 0.044 0.095 0.13 0.14 0.14 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.083 0.16 0.15 0.045 0.036 0.15 0.095 0.26 0.14 0.10 0.088 0.15 0.11 0.10 0.12 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 4.0 3.7 7.4 5.4 1.2 0.87 0.11 0.39 0.97 0.52 0.32 0.66 1.2 0.52 1.9 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.10 0.16 0.79 0.052 0.048 0.018 0.062 0.089 0.12 0.063 0.058 0.054 0.039 0.11 0.13 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.014 0.014 0.058 0.012 0.0069 0.023 0.012 0.030 0.058 0.016 0.013 0.020 0.015 0.019 0.022 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.048 0.033 0.043 0.021 0.034 0.033 <0.018 <0.018 0.049 <0.018 <0.018 0.022 0.019 0.027 0.026 0.018 0.059
Na 61 65 91 40 25 97 70 130 220 71 78 96 63 48 83 6.1 20
Al <13 31 41 <13 <13 <13 <13 <13 110 <13 <13 23 14 16 21 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 100 120 520 59 30 24 64 65 110 55 57 54 31 60 96 2.9 9.6
Ca 11 7.4 16 8.6 6.8 3.2 <2.2 4.2 8.7 <2.2 <2.2 7.8 4.6 2.4 6.0 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.16 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * 1.6 2.5 4.1 <1.6 2.9 6.3 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 2.9 3.6 2.1 2.2 1.6 5.3
V 9.8 8.1 9.9 5.8 3.6 0.40 1.4 5.4 2.4 <0.025 7.1 5.5 4.2 1.2 4.6 0.025 0.084
Cr 3.2 7.2 2.6 <0.68 11 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 4.3 <0.68 17 15 12 5.3 0.68 2.3
Mn * 12 11 10 2.5 3.3 0.57 0.33 3.7 2.1 0.74 0.86 11 4.3 2.8 4.7 0.18 0.59
Fe 130 130 150 32 67 <12 <12 83 13 18 <12 430 96 63 88 12 40
Co * 0.049 0.20 0.045 <0.031 0.085 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 0.23 0.14 0.069 0.066 0.031 0.10
Ni 5.5 6.4 4.7 1.3 5.6 <0.45 <0.45 1.5 <0.45 1.6 0.65 9.9 8.8 5.8 3.7 0.45 1.5
Cu * 3.6 4.0 14 2.9 3.0 0.91 1.3 1.4 1.3 1.6 1.4 2.9 9.2 2.9 3.6 0.71 2.4
Zｎ 52 42 47 20 13 2.9 1.9 17 6.1 3.2 8.8 37 13 3.3 19 0.96 3.2
As 1.7 1.4 1.2 0.52 0.14 0.055 0.053 0.15 0.19 0.11 0.095 0.31 0.25 0.073 0.45 0.017 0.057
Se * 1.7 1.5 1.6 0.42 0.082 0.10 <0.042 0.096 <0.042 0.052 0.12 0.40 0.18 0.073 0.45 0.042 0.14
Rb * <0.022 <0.022 0.059 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 0.022 0.075
Mo * 3.0 4.8 3.0 0.95 0.50 <0.20 <0.20 1.0 0.22 <0.20 0.64 0.88 0.90 <0.20 1.2 0.20 0.65
Sb 4.2 0.95 3.1 0.47 0.33 0.25 0.29 0.36 0.60 0.37 0.37 0.70 0.38 0.43 0.91 0.017 0.056
Cs * <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.0096 0.032
Ba * 8.9 7.9 36 6.4 4.7 10 11 12 82 8.6 9.9 12 7.9 14 17 0.60 2.0
La * <0.015 <0.015 0.055 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 0.015 0.051
Ce * 0.22 0.20 0.36 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 0.29 <0.016 <0.016 0.082 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * 0.47 0.57 0.17 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.11 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 13 11 19 5.1 2.3 <1.6 <1.6 1.8 <1.6 <1.6 1.7 5.7 3.4 3.3 5.0 1.6 5.4
Cd ** 0.62 0.60 0.45 0.19 0.046 <0.026 <0.026 0.20 <0.026 <0.026 0.065 0.17 0.038 0.051 0.18 0.026 0.087
OC 5.2 5.4 6.0 4.9 3.5 2.5 2.1 3.0 3.3 2.0 2.1 3.4 3.8 3.5 3.6 0.17 0.57
EC 1.2 1.1 1.2 0.71 0.57 0.21 0.21 0.58 0.54 0.15 0.36 0.69 0.67 0.56 0.63 0.019 0.064

WSOC ** 2.6 3.3 3.9 2.4 1.8 0.69 0.31 0.73 0.92 <0.24 0.70 0.89 0.96 1.4 1.5 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。

泉大津市役所
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平成24年度　夏季



資料２　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の夏季分析結果

H24.7.26 H24.7.27 H24.7.28 H24.7.29 H24.7.30 H24.7.31 H24.8.1 H24.8.2 H24.8.3 H24.8.4 H24.8.5 H24.8.6 H24.8.7 H24.8.8 夏季平均値

28.7 26.6 38.3 29.0 6.0 6.3 2.1 7.6 6.5 4.0 6.3 15.6 9.5 8.7 13.9 - -

Ｃｌ⁻ <0.023 0.089 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 0.17 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 0.23 0.044 0.023 0.075
ＮＯ₃⁻ 0.085 <0.083 <0.083 <0.083 <0.083 0.11 <0.083 0.10 <0.083 <0.083 0.11 0.12 <0.083 0.084 <0.083 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 11 9.5 19 17 2.1 2.3 0.32 1.3 1.8 1.4 0.74 1.9 2.0 1.0 5.1 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.33 0.30 0.30 0.30 0.045 0.050 0.021 0.11 0.064 0.032 0.050 0.18 0.12 0.15 0.15 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.063 0.076 0.049 0.035 0.040 0.16 0.13 0.13 0.085 0.088 0.099 0.084 0.072 0.23 0.096 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 4.2 3.7 7.0 6.3 0.90 0.92 0.049 0.41 0.79 0.52 0.23 0.81 0.82 0.46 1.9 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.17 0.12 0.14 0.11 0.040 0.030 0.13 0.076 0.018 0.075 0.099 0.072 0.097 0.091 0.091 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.016 0.014 0.013 0.0069 0.0042 0.020 0.020 0.019 0.011 0.016 0.015 0.015 0.012 0.024 0.015 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.019 0.019 0.037 <0.018 <0.018 0.045 <0.018 <0.018 0.029 0.070 0.040 0.024 0.025 0.027 0.027 0.018 0.059
Na 97 85 73 57 270 160 100 140 93 86 72 72 62 82 100 6.1 20
Al 30 27 37 20 18 <13 16 <13 <13 <13 <13 <13 <13 <13 14 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 140 130 130 100 60 33 110 85 21 61 78 63 84 66 83 2.9 9.6
Ca 9.4 9.2 11 8.3 53 5.0 8.0 7.0 6.0 4.6 3.4 5.5 4.9 3.8 9.9 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * 15 6.9 7.2 4.4 10 <1.6 2.9 13 <1.6 <1.6 12 <1.6 <1.6 <1.6 5.4 1.6 5.3
V 7.6 7.0 4.2 5.3 2.3 0.39 <0.025 3.0 0.35 <0.025 2.8 4.5 0.56 0.083 2.7 0.025 0.084
Cr 2.2 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 1.8 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 4.0 0.84 0.68 2.3
Mn * 10 9.9 5.5 3.9 2.7 0.36 0.52 4.3 0.31 <0.18 0.80 4.4 3.8 2.3 3.5 0.18 0.59
Fe 100 110 72 38 23 <12 19 42 <12 <12 29 37 18 27 38 12 40
Co * 0.096 0.20 0.065 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 0.051 <0.031 <0.031 0.041 0.031 0.10
Ni 3.4 3.1 2.0 1.8 <0.45 <0.45 <0.45 1.9 <0.45 <0.45 <0.45 1.4 <0.45 2.2 1.2 0.45 1.5
Cu * 4.5 5.2 3.3 4.6 2.1 1.1 3.4 2.5 0.85 1.9 4.7 4.7 4.0 2.4 3.2 0.71 2.4
Zｎ 36 34 22 22 11 3.0 3.9 17 3.0 2.4 9.9 27 15 7.9 15 0.96 3.2
As 1.5 1.3 0.88 0.67 0.18 0.096 0.081 0.21 0.044 0.16 0.11 0.20 0.23 0.10 0.41 0.017 0.057
Se * 1.6 1.4 0.87 0.51 0.19 0.069 <0.042 0.19 0.076 <0.042 0.052 0.23 0.23 0.083 0.40 0.042 0.14
Rb * <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 0.022 0.075
Mo * 0.89 1.8 1.2 0.78 0.23 <0.20 <0.20 0.59 <0.20 <0.20 0.28 0.41 <0.20 <0.20 0.48 0.20 0.65
Sb 0.78 1.3 0.71 0.51 0.31 0.22 0.54 0.52 0.18 0.36 0.18 0.43 0.71 0.27 0.50 0.017 0.056
Cs * <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.0096 0.032
Ba * 8.4 5.6 6.2 6.8 3.4 3.5 14 6.6 1.7 4.6 6.5 6.8 4.9 3.8 5.9 0.60 2.0
La * <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 0.015 0.051
Ce * <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * <0.058 0.18 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.26 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 10 12 8.0 5.7 4.8 <1.6 <1.6 3.5 <1.6 <1.6 1.7 3.6 9.5 2.4 4.6 1.6 5.4
Cd ** 0.41 0.61 0.26 0.21 0.067 <0.026 0.029 0.33 <0.026 <0.026 0.062 0.092 0.095 0.035 0.16 0.026 0.087
OC 6.4 6.1 6.4 6.7 2.9 3.1 2.0 3.8 2.8 2.3 3.5 3.9 4.5 4.1 4.2 0.17 0.57
EC 1.3 1.4 1.2 1.3 0.57 0.14 0.34 0.67 0.25 0.16 0.35 0.77 0.72 0.54 0.69 0.019 0.064

WSOC ** 3.5 3.8 4.2 4.3 0.76 0.96 0.67 1.3 1.0 0.29 2.0 2.3 1.5 3.5 2.1 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
注5）富田林市役所におけるH24.8.6のデータは、PM2.5質量濃度とPM2.5に含まれる成分の合計濃度に乖離がある。

富田林市役所
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資料２　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の夏季分析結果

H24.7.26 H24.7.27 H24.7.28 H24.7.29 H24.7.30 H24.7.31 H24.8.1 H24.8.2 H24.8.3 H24.8.4 H24.8.5 H24.8.6 H24.8.7 H24.8.8 夏季平均値

27.6 26.9 45.5 37.6 8.3 7.2 5.1 7.7 7.2 5.6 5.6 9.5 10.1 9.5 15.2 - -

Ｃｌ⁻ <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 0.055 0.25 0.032 <0.023 0.040 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 0.036 0.023 0.075
ＮＯ₃⁻ 0.58 0.15 0.38 <0.083 <0.083 0.17 0.13 0.21 0.13 0.089 0.15 0.17 0.098 0.15 0.18 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 11 10 22 19 2.4 2.3 0.68 1.5 1.8 1.5 0.98 1.9 3.1 1.9 5.7 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.38 0.37 0.44 0.27 0.072 0.054 0.024 0.089 0.071 0.028 0.058 0.11 0.13 0.16 0.16 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.13 0.12 0.098 0.070 0.044 0.17 0.13 0.24 0.10 0.12 0.11 0.13 0.13 0.13 0.12 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 4.7 4.1 8.0 6.9 1.0 0.99 0.067 0.42 0.79 0.58 0.30 0.77 1.3 0.80 2.2 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.13 0.15 0.47 0.12 0.042 0.024 0.69 0.094 0.023 0.069 0.16 0.062 0.046 0.13 0.16 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.015 0.014 0.031 0.022 0.0067 0.024 0.036 0.028 0.017 0.016 0.027 0.019 0.016 0.026 0.021 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.038 0.050 0.052 0.030 <0.018 0.025 <0.018 0.028 <0.018 <0.018 <0.018 0.042 0.059 0.075 0.032 0.018 0.059
Na 100 99 94 62 60 140 130 130 38 110 110 120 120 120 100 6.1 20
Al 16 22 51 26 <13 <13 73 15 <13 <13 17 42 25 18 24 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 120 120 310 120 50 26 370 56 13 66 140 64 55 110 120 2.9 9.6
Ca 12 12 17 10 5.1 7.9 9.9 9.7 4.7 6.8 6.8 12 11 9.3 9.6 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * <1.6 6.5 4.7 8.3 <1.6 5.9 51 7.8 6.5 8.9 12 15 16 8.9 11 1.6 5.3
V 13 9.2 10 9.1 7.4 0.53 0.24 4.3 0.51 0.050 7.2 6.0 6.8 7.1 5.8 0.025 0.084
Cr <0.68 10 0.80 11 <0.68 9.9 9.4 15 10 <0.68 2.6 17 14 9.9 7.9 0.68 2.3
Mn * 10 11 8.3 4.6 2.7 1.5 2.1 3.4 1.3 0.64 1.7 6.0 7.0 4.0 4.6 0.18 0.59
Fe 110 150 140 100 41 54 67 93 54 19 38 130 150 86 88 12 40
Co * <0.031 0.20 0.063 0.21 <0.031 0.093 0.46 0.19 0.10 <0.031 0.065 0.26 0.18 0.13 0.14 0.031 0.10
Ni 4.1 9.2 3.5 10 1.7 4.6 11 8.4 4.7 <0.45 3.9 11 9.8 15 6.9 0.45 1.5
Cu * 5.3 5.4 9.9 9.4 4.5 2.5 11 1.9 1.3 3.6 5.1 3.8 9.7 7.2 5.8 0.71 2.4
Zｎ 55 43 45 26 19 4.3 9.3 16 2.7 6.9 9.2 33 43 10 23 0.96 3.2
As 2.0 1.4 1.2 0.69 0.15 0.055 0.64 0.13 0.033 0.081 0.15 0.29 0.37 0.20 0.53 0.017 0.057
Se * 1.9 1.7 1.6 0.66 0.21 0.084 <0.042 0.059 0.058 0.066 0.13 0.32 0.27 0.14 0.52 0.042 0.14
Rb * <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 <0.022 0.022 0.075
Mo * 3.6 3.7 3.8 1.3 0.62 <0.20 <0.20 1.1 <0.20 <0.20 0.51 0.79 1.5 0.53 1.3 0.20 0.65
Sb 4.8 1.0 2.2 0.63 0.64 0.38 2.5 0.34 0.20 0.59 0.57 0.55 0.59 0.94 1.1 0.017 0.056
Cs * <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.0096 0.032
Ba * 7.3 6.5 19 15 5.5 3.9 21 4.0 1.5 5.8 18 6.3 5.9 12 9.4 0.60 2.0
La * 0.029 <0.015 0.071 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 <0.015 0.015 0.051
Ce * 0.29 0.32 0.34 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 <0.016 0.13 <0.016 <0.016 0.083 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * 0.38 0.44 0.13 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.091 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 15 14 16 6.9 3.3 <1.6 8.3 1.8 <1.6 1.9 2.0 7.9 5.8 3.4 6.3 1.6 5.4
Cd ** 0.67 0.86 0.44 0.27 0.060 0.051 0.036 0.21 0.029 0.030 0.085 0.22 0.084 0.046 0.22 0.026 0.087
OC 6.3 6.8 6.9 6.1 3.1 2.5 2.5 3.0 3.2 1.9 3.1 3.3 3.5 3.8 4.0 0.17 0.57
EC 1.6 1.6 1.5 1.2 0.90 0.51 0.51 0.87 0.57 0.34 0.60 0.98 0.94 0.83 0.93 0.019 0.064

WSOC ** 5.3 3.6 4.6 2.9 1.2 0.81 0.37 0.91 2.1 0.57 2.6 1.1 1.5 2.2 2.1 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
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資料３　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の秋季分析結果

H24.11.1 H24.11.2 H24.11.3 H24.11.4 H24.11.5 H24.11.6 H24.11.7 H24.11.8 H24.11.9 H24.11.10 H24.11.11 H24.11.12 H24.11.13 H24.11.14 秋季平均値

6.2 12.8 11.7 15.5 15.7 15.1 21.7 26.3 24.7 7.3 8.7 17.3 13.9 6.1 14.5 - -

Ｃｌ⁻ 0.034 0.028 0.029 0.033 0.21 <0.023 0.075 0.056 0.067 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 <0.023 0.043 0.023 0.075
ＮＯ₃⁻ 0.19 0.14 0.28 0.83 0.96 0.26 0.20 1.4 0.27 0.44 0.63 0.65 0.41 0.17 0.49 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 2.3 3.3 2.3 1.5 2.0 6.1 5.8 6.4 5.9 0.54 1.7 6.3 5.4 2.1 3.7 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.055 0.13 0.14 0.17 0.16 0.15 0.23 0.33 0.25 0.062 0.044 0.091 0.081 0.042 0.14 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.12 0.18 0.16 0.089 0.075 0.15 0.12 0.068 0.20 0.071 0.17 0.32 0.18 0.075 0.14 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 0.89 1.2 1.0 0.81 1.1 2.1 2.1 2.7 2.2 0.30 0.77 2.1 2.0 0.82 1.4 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.063 0.11 0.11 0.12 0.13 0.11 0.18 0.20 0.24 0.069 0.074 0.14 0.13 0.039 0.12 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.020 0.013 0.0094 0.0095 0.011 0.022 0.024 0.014 0.019 0.0082 0.020 0.043 0.025 0.017 0.018 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.038 0.047 <0.018 <0.018 0.070 0.047 0.052 0.031 0.039 0.081 <0.018 0.077 0.043 <0.018 0.040 0.018 0.059
Na 170 200 160 140 110 190 140 90 200 87 190 420 220 69 170 6.1 20
Al 15 23 <13 24 34 96 110 52 70 <13 26 150 79 <13 50 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 73 120 100 130 130 140 210 190 230 59 80 200 160 37 130 2.9 9.6
Ca 6.1 4.8 3.3 5.2 7.9 9.3 11 6.3 5.7 2.9 5.1 18 11 <2.2 7.0 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * <1.6 11 <1.6 <1.6 3.0 4.0 6.7 8.4 3.9 <1.6 <1.6 9.5 2.9 <1.6 3.9 1.6 5.3
V 1.4 1.8 0.78 0.59 1.8 2.5 2.2 3.0 2.5 0.45 0.90 2.5 1.9 1.3 1.7 0.025 0.084
Cr <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 0.80 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 0.68 2.3
Mn * 5.6 2.6 2.5 2.7 13 10 9.8 12 6.5 2.4 3.4 13 10 4.4 7.0 0.18 0.59
Fe 61 35 19 48 110 150 130 130 100 32 46 180 110 34 85 12 40
Co * <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 <0.031 0.065 0.037 0.036 <0.031 <0.031 <0.031 0.056 0.036 <0.031 <0.031 0.031 0.10
Ni <0.45 1.3 <0.45 <0.45 1.4 1.6 0.88 1.6 2.9 <0.45 <0.45 0.52 0.59 <0.45 0.87 0.45 1.5
Cu * 1.8 3.8 1.5 3.9 4.4 3.6 3.1 4.2 6.5 1.4 1.9 2.7 4.2 <0.71 3.1 0.71 2.4
Zｎ 25 20 20 28 55 34 36 37 27 15 21 31 37 10 28 0.96 3.2
As 0.87 1.2 0.50 0.38 0.46 1.1 1.5 1.6 1.7 0.24 0.53 1.3 1.2 0.45 0.93 0.017 0.057
Se * 0.40 0.23 0.23 0.32 0.33 0.94 0.69 0.97 0.42 0.29 0.46 1.3 1.1 0.19 0.56 0.042 0.14
Rb * 0.34 0.30 0.20 0.21 0.27 0.60 0.70 0.67 0.61 0.085 0.32 1.2 0.80 0.14 0.46 0.022 0.075
Mo * 0.26 <0.20 <0.20 0.37 0.76 0.67 0.58 0.78 0.58 0.44 0.37 0.36 1.1 0.23 0.48 0.20 0.65
Sb 0.60 0.17 0.20 1.5 2.1 0.51 0.88 2.6 0.59 0.82 0.49 0.55 0.33 0.075 0.82 0.017 0.056
Cs * <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.036 0.048 0.052 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.15 0.047 <0.0096 0.027 0.0096 0.032
Ba * 2.1 2.8 0.98 3.0 4.5 3.0 8.7 5.2 2.2 2.8 2.0 6.0 2.9 1.0 3.4 0.60 2.0
La * 0.040 0.045 0.025 0.077 0.16 0.087 0.077 0.11 0.097 0.044 0.093 0.14 0.10 <0.015 0.079 0.015 0.051
Ce * 0.076 0.068 0.046 0.14 0.32 0.14 0.14 0.19 0.14 0.083 0.16 0.22 0.16 0.018 0.14 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.62 <0.058 <0.058 0.21 0.14 0.28 0.26 <0.058 <0.058 <0.058 0.13 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.24 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 9.0 6.6 3.8 9.7 8.6 13 13 13 9.5 3.7 8.3 20 17 4.1 10 1.6 5.4
Cd ** 0.18 0.11 0.069 0.18 0.60 0.25 0.30 0.31 0.21 0.068 0.12 0.41 0.28 0.12 0.23 0.026 0.087
OC 2.0 4.3 3.9 6.4 6.6 3.0 5.0 6.4 6.3 3.7 2.8 2.5 2.2 1.3 4.0 0.17 0.57
EC 0.46 0.67 0.69 1.3 1.7 0.77 1.0 1.6 1.3 0.71 0.57 0.74 0.51 0.30 0.88 0.019 0.064

WSOC ** 1.4 2.9 3.5 4.7 3.9 2.5 4.5 5.2 5.6 2.2 1.5 1.7 1.6 1.0 3.0 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。

泉大津市役所
検出下限値 定量下限値

質量濃度（μ g/m³）

- 8
5
 -

各
種
成
分
濃
度

①イオン成分
（μ g/m³）

②無機元素成分
(ｎg/m³)

③炭素成分※

（μ g/m3)

平成24年度　秋季



資料３　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の秋季分析結果

H24.11.1 H24.11.2 H24.11.3 H24.11.4 H24.11.5 H24.11.6 H24.11.7 H24.11.8 H24.11.9 H24.11.10 H24.11.11 H24.11.12 H24.11.13 H24.11.14 秋季平均値

7.9 11.7 13.3 15.1 zzz 9.7 17.2 22.5 21.6 9.1 8.8 16.9 15.0 8.5 13.6 - -

Ｃｌ⁻ 0.027 <0.023 <0.023 <0.023 0.042 <0.023 <0.023 0.26 0.080 0.046 0.027 0.050 0.045 <0.023 0.046 0.023 0.075
ＮＯ₃⁻ 0.28 0.17 0.33 0.46 0.46 0.44 0.52 0.90 0.53 0.40 0.39 0.68 0.77 0.30 0.47 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 2.3 3.1 2.2 1.3 1.8 6.2 5.6 6.3 4.9 0.63 1.5 6.3 5.5 2.0 3.5 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.063 0.11 0.15 0.16 0.16 0.17 0.23 0.35 0.26 0.077 0.044 0.11 0.10 0.042 0.14 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.14 0.10 0.11 0.076 0.054 0.12 0.077 0.18 0.12 0.048 0.12 0.30 0.15 0.069 0.12 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 1.0 1.2 1.1 0.66 0.98 2.4 2.1 2.7 2.1 0.41 0.71 2.3 2.3 0.87 1.5 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.097 0.11 0.16 0.12 0.096 0.12 0.17 0.24 0.25 0.10 0.052 0.14 0.13 0.041 0.13 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.021 0.013 0.0093 0.0070 0.0084 0.018 0.021 0.020 0.019 0.0054 0.015 0.040 0.020 0.017 0.017 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.020 0.053 0.023 0.055 0.038 0.038 0.26 0.054 0.043 0.029 <0.018 0.082 0.050 0.050 0.057 0.018 0.059
Na 120 110 <6.1 120 85 140 110 82 120 55 150 320 190 88 120 6.1 20
Al <13 <13 <13 <13 29 97 91 44 59 <13 31 120 81 22 43 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 58 99 4.6 120 87 140 170 180 220 67 52 150 140 49 110 2.9 9.6
Ca <2.2 3.6 <2.2 4.6 3.2 7.7 9.9 3.9 5.6 <2.2 4.5 14 8.7 <2.2 5.0 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * 1.9 <1.6 <1.6 <1.6 2.5 4.7 6.5 5.2 7.1 <1.6 <1.6 5.7 3.3 <1.6 3.0 1.6 5.3
V 1.1 0.19 <0.025 0.20 1.3 2.1 1.2 2.5 0.93 0.13 0.79 1.8 2.0 1.2 1.1 0.025 0.084
Cr 1.5 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 6.4 <0.68 1.2 <0.68 0.92 0.68 2.3
Mn * 4.3 3.2 <0.18 0.64 4.3 7.2 7.2 8.5 7.8 1.5 2.7 9.7 8.6 3.7 5.0 0.18 0.59
Fe 44 21 <12 <12 40 110 95 93 84 <12 56 130 79 32 57 12 40
Co * 0.033 <0.031 <0.031 <0.031 0.34 0.038 0.11 0.10 <0.031 <0.031 0.064 0.12 0.066 <0.031 0.069 0.031 0.10
Ni 1.6 <0.45 <0.45 <0.45 0.70 <0.45 0.67 0.67 <0.45 <0.45 3.6 <0.45 <0.45 <0.45 0.66 0.45 1.5
Cu * 2.0 1.6 <0.71 0.80 1.5 5.3 1.8 2.3 2.7 <0.71 2.3 2.3 2.3 0.86 1.9 0.71 2.4
Zｎ 17 12 <0.96 6.2 11 26 41 29 22 7.6 8.3 22 27 14 17 0.96 3.2
As 0.84 1.1 0.018 0.28 0.28 1.0 1.1 1.6 1.4 0.19 0.41 1.1 1.1 0.46 0.78 0.017 0.057
Se * 0.35 0.16 <0.042 0.19 0.26 0.80 0.49 0.92 1.2 0.13 0.24 1.0 0.92 0.22 0.49 0.042 0.14
Rb * 0.26 0.24 <0.022 0.15 0.14 0.53 0.54 0.61 0.58 0.081 0.19 0.90 0.73 0.21 0.37 0.022 0.075
Mo * 0.44 0.64 <0.20 <0.20 0.30 0.51 0.45 0.64 0.85 <0.20 0.24 0.21 0.30 0.60 0.39 0.20 0.65
Sb 0.48 0.18 <0.017 0.50 0.78 0.58 0.71 0.77 0.95 0.33 0.59 0.27 0.38 0.24 0.48 0.017 0.056
Cs * <0.0096 <0.0096 0.019 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.065 0.042 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.099 0.050 <0.0096 0.023 0.0096 0.032
Ba * 2.1 1.6 <0.60 1.5 2.1 2.2 2.2 3.6 2.8 5.5 1.5 2.7 1.8 0.81 2.2 0.60 2.0
La * 0.030 0.035 <0.015 0.059 0.067 0.091 0.061 0.057 0.084 0.042 0.074 0.096 0.098 0.032 0.060 0.015 0.051
Ce * 0.035 0.063 <0.016 0.12 0.13 0.13 0.11 0.075 0.14 0.089 0.13 0.15 0.14 0.057 0.098 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 1.2 <0.058 <0.058 0.26 0.081 0.16 0.18 <0.058 <0.058 <0.058 0.15 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 7.6 5.7 <1.6 2.6 3.9 13 11 11 10 3.2 5.8 16 16 6.2 8.1 1.6 5.4
Cd ** 0.15 0.096 <0.026 0.16 0.15 0.27 0.23 0.37 0.20 0.066 0.080 0.37 0.27 0.16 0.18 0.026 0.087
OC 1.9 3.5 4.8 7.0 5.7 3.6 5.3 6.1 6.7 4.6 2.5 2.8 2.4 1.3 4.2 0.17 0.57
EC 0.44 0.67 0.86 1.2 1.1 0.85 1.1 1.3 1.4 1.0 0.55 0.75 0.58 0.30 0.86 0.019 0.064

WSOC ** 1.7 3.1 4.2 4.9 3.8 2.8 4.6 5.4 5.8 3.1 1.5 2.0 1.7 1.1 3.3 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"zzz"は欠測であることを示す。
注3）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注4）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注5）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
注6）富田林市役所におけるH24.11.6のデータは、PM2.5質量濃度とPM2.5に含まれる成分の合計濃度に乖離がある。
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資料３　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の秋季分析結果

H24.11.1 H24.11.2 H24.11.3 H24.11.4 H24.11.5 H24.11.6 H24.11.7 H24.11.8 H24.11.9 H24.11.10 H24.11.11 H24.11.12 H24.11.13 H24.11.14 秋季平均値

8.4 14.0 15.1 17.7 18.2 17.6 22.3 27.1 25.1 8.3 7.4 14.8 11.8 5.4 15.2 - -

Ｃｌ⁻ 0.085 <0.023 0.084 0.052 0.21 <0.023 <0.023 0.12 0.23 0.034 0.042 0.063 <0.023 ZZZ 0.074 0.023 0.075
ＮＯ₃⁻ 0.21 0.20 0.38 0.97 1.1 0.32 0.13 1.8 0.54 0.58 0.81 0.82 0.62 0.42 0.64 0.083 0.28
ＳＯ₄²⁻ 2.5 3.4 2.4 1.4 2.1 6.4 4.8 6.5 6.1 0.55 1.7 6.6 5.6 3.2 3.8 0.037 0.12
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.068 0.15 0.17 0.17 0.16 0.16 0.19 0.33 0.27 0.059 0.045 0.10 0.093 0.048 0.14 0.0036 0.012

Ｎａ⁺ 0.16 0.12 0.091 0.092 0.086 0.17 0.060 0.082 0.12 0.061 0.16 0.32 0.18 ZZZ 0.13 0.025 0.084
ＮＨ₄⁺ 1.0 1.4 1.2 0.96 1.3 2.3 1.9 3.0 2.4 0.41 0.79 2.2 2.0 0.81 1.5 0.040 0.13
Ｋ⁺ 0.063 0.12 0.12 0.13 0.13 0.13 0.15 0.21 0.24 0.066 0.070 0.14 0.13 ZZZ 0.13 0.0094 0.031

Ｍｇ²⁺ 0.023 0.015 0.013 0.013 0.0087 0.026 0.012 0.013 0.018 0.0063 0.018 0.041 0.026 ZZZ 0.018 0.0024 0.0078
Ｃａ²⁺ 0.037 0.035 0.51 0.031 0.037 0.054 0.029 0.043 0.068 0.10 0.11 0.20 0.19 ZZZ 0.11 0.018 0.059
Na 190 140 130 110 120 200 150 110 180 110 210 410 250 130 170 6.1 20
Al 42 18 15 <13 35 100 110 62 77 17 42 150 98 35 58 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 79 110 130 120 130 140 200 190 240 73 86 190 160 51 140 2.9 9.6
Ca 6.7 3.3 4.4 3.8 6.8 10 11 5.9 7.8 <2.2 6.3 19 12 3.9 7.3 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * 41 2.9 9.5 5.4 4.9 17 7.0 6.8 7.9 5.3 7.9 9.6 4.1 7.8 9.8 1.6 5.3
V 2.2 1.4 1.2 0.26 2.0 2.7 2.1 2.9 2.3 0.42 1.2 3.0 2.5 1.4 1.8 0.025 0.084
Cr 1.0 <0.68 0.98 <0.68 2.3 <0.68 <0.68 <0.68 0.80 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 <0.68 0.68 2.3
Mn * 4.1 3.1 3.4 1.9 11 7.6 6.9 9.7 8.1 3.1 3.3 9.9 9.4 4.1 6.1 0.18 0.59
Fe 58 21 49 52 130 130 120 150 99 48 67 170 90 46 88 12 40
Co * 0.98 <0.031 <0.031 <0.031 0.055 0.078 0.043 0.043 0.052 <0.031 <0.031 0.061 0.050 0.035 0.11 0.031 0.10
Ni 3.2 <0.45 0.66 <0.45 2.9 2.1 1.6 1.7 1.8 <0.45 1.4 2.2 1.7 1.8 1.6 0.45 1.5
Cu * 1.7 2.1 3.2 6.1 6.1 2.3 1.6 7.2 4.7 3.8 3.7 6.5 2.5 2.0 3.8 0.71 2.4
Zｎ 20 18 16 15 36 26 30 30 32 15 19 29 27 18 24 0.96 3.2
As 0.91 1.1 0.50 0.34 0.39 1.1 1.3 1.6 1.5 0.21 0.57 1.2 1.2 0.49 0.89 0.017 0.057
Se * 0.34 0.23 0.22 0.31 0.34 1.1 0.70 1.0 0.49 0.17 0.34 1.3 1.0 0.26 0.56 0.042 0.14
Rb * 0.36 0.26 0.25 0.18 0.27 0.59 0.67 0.68 0.61 0.12 0.32 1.1 0.86 0.23 0.46 0.022 0.075
Mo * 0.70 0.75 0.28 0.54 0.91 0.66 0.57 0.83 1.2 0.66 0.62 0.49 0.42 0.40 0.65 0.20 0.65
Sb 0.62 0.54 0.92 2.5 2.0 0.54 0.82 4.6 1.3 1.6 0.67 1.0 0.37 0.19 1.3 0.017 0.056
Cs * <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.035 0.033 0.059 <0.0096 <0.0096 <0.0096 0.15 0.061 <0.0096 0.027 0.0096 0.032
Ba * 3.4 1.6 3.4 6.4 7.9 1.9 1.7 6.4 3.3 5.3 4.2 4.9 7.9 0.77 4.2 0.60 2.0
La * 0.040 0.058 0.047 0.059 0.096 0.087 0.069 0.086 0.13 0.069 0.094 0.12 0.10 0.026 0.077 0.015 0.051
Ce * 0.067 0.057 0.063 0.13 0.19 0.14 0.12 0.14 0.20 0.14 0.16 0.20 0.15 0.046 0.13 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.71 <0.058 0.066 0.24 0.12 0.38 0.54 <0.058 <0.058 <0.058 0.16 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 9.9 6.7 5.2 4.6 10 12 12 13 12 5.1 9.0 22 18 6.7 10 1.6 5.4
Cd ** 0.18 0.092 0.097 0.17 0.47 0.29 0.29 0.31 0.20 0.081 0.13 1.4 0.31 0.16 0.30 0.026 0.087
OC 1.9 3.6 4.5 6.9 6.6 3.4 4.2 6.6 7.0 4.0 2.7 2.7 2.4 1.4 4.1 0.17 0.57
EC 0.42 0.65 1.0 1.6 2.0 0.93 0.72 2.1 1.4 0.82 0.68 0.85 0.59 0.26 1.0 0.019 0.064

WSOC ** 1.5 3.0 3.9 5.0 4.1 2.8 3.9 5.4 6.2 2.4 1.6 1.9 1.8 1.1 3.2 0.24 0.79
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"zzz"は欠測であることを示す。
注3）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注4）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注5）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
注6）富田林市役所におけるH24.11.6のデータは、PM2.5質量濃度とPM2.5に含まれる成分の合計濃度に乖離がある。

カモドールＭＢＳ
検出下限値 定量下限値

質量濃度（μ g/m³）
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②無機元素成分
(ｎg/m³)
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資料４　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の冬季分析結果

H25.1.24 H25.1.25 H25.1.26 H25.1.27 H25.1.28 H25.1.29 H25.1.30 H25.1.31 H25.2.1 H25.2.2 H25.2.3 H25.2.4 H25.2.5 H25.2.6 冬季平均値

22.4 4.3 6.7 7.3 9.0 24.4 27.9 28.7 33.1 18.8 17.7 25.3 11.7 14.8 18.0 - -

Ｃｌ⁻ 0.023 0.11 0.063 0.057 0.11 0.22 0.28 0.37 2.1 0.12 0.43 0.90 0.28 0.23 0.38 0.019 0.063
ＮＯ₃⁻ 0.94 0.35 0.29 0.33 0.93 4.0 2.0 4.8 6.5 1.6 1.1 3.4 1.3 3.0 2.2 0.069 0.23
ＳＯ₄²⁻ 7.6 1.1 2.2 2.6 2.2 6.1 10 5.8 4.8 5.8 4.1 6.5 3.0 3.4 4.7 0.031 0.10
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.10 0.017 0.037 0.047 0.043 0.12 0.13 0.12 0.17 0.14 0.13 0.13 0.069 0.058 0.094 0.003 0.010

Ｎａ⁺ 0.14 0.18 0.14 0.11 0.093 0.093 0.086 0.13 0.17 0.19 0.23 0.24 0.26 0.061 0.15 0.021 0.070
ＮＨ₄⁺ 3.1 0.52 0.98 1.2 1.2 3.6 4.6 3.5 4.3 2.6 2.1 3.6 1.5 2.2 2.5 0.034 0.11
Ｋ⁺ 0.20 0.040 0.058 0.067 0.060 0.19 0.18 0.21 0.18 0.12 0.13 0.14 0.088 0.089 0.13 0.0079 0.026

Ｍｇ²⁺ 0.019 0.022 0.016 0.014 0.011 0.016 0.017 0.019 0.020 0.021 0.028 0.023 0.029 0.0071 0.019 0.0020 0.0066
Ｃａ²⁺ 0.037 0.060 0.030 0.033 0.037 0.051 0.057 0.097 0.12 0.038 0.040 0.044 0.035 0.032 0.051 0.015 0.049
Na 180 200 180 100 120 100 89 92 140 200 230 210 260 62 150 6.1 20
Al 60 20 47 17 22 56 57 42 72 24 42 51 20 16 39 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 200 41 64 60 68 190 180 190 190 130 130 140 91 86 130 2.9 9.6
Ca 8.1 5.7 10 3.5 5.3 11 6.6 6.1 9.4 4.4 8.7 5.2 4.4 4.3 6.6 2.2 7.2
Sc 0.17 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.13 0.42
Ti * 4.0 <1.6 2.7 <1.6 <1.6 5.8 3.0 4.0 6.0 <1.6 1.8 3.1 <1.6 <1.6 2.5 1.6 5.3
V 4.4 0.54 2.7 1.6 1.7 5.7 2.5 3.5 7.3 7.6 2.6 8.1 1.0 2.5 3.7 0.025 0.084
Cr 5.4 6.5 6.6 <0.68 6.4 7.4 2.1 1.2 4.9 <0.68 0.69 2.0 1.7 2.9 3.5 0.68 2.3
Mn * 12 4.8 5.8 4.3 7.6 19 13 19 26 8.9 5.1 16 6.8 11 11 0.18 0.59
Fe 130 85 190 53 100 200 120 180 280 130 49 170 71 130 130 12 40
Co * 0.095 0.065 0.091 <0.031 0.082 0.13 0.060 0.087 0.14 0.063 <0.031 0.1 <0.031 0.054 0.073 0.031 0.10
Ni 4.4 3.7 5.3 0.53 3.9 5.6 2.0 2.0 6.1 3.3 1.2 4.7 0.50 3.0 3.3 0.45 1.5
Cu * 3.4 1.3 2.7 1.5 3.1 7.0 3.8 7.3 10 4.9 3.8 8.3 2.6 4.7 4.6 0.71 2.4
Zｎ 48 9.8 22 17 25 46 37 65 120 39 34 61 34 77 45 0.96 3.2
As 1.7 0.42 0.73 0.81 0.84 2.6 1.9 1.4 1.2 2.6 1.5 1.6 0.81 0.65 1.3 0.017 0.057
Se * 1.3 0.30 0.38 0.48 0.44 3.0 1.3 1.1 1.7 1.3 0.65 0.99 0.54 0.49 1.0 0.042 0.14
Rb * 0.98 0.14 0.27 0.29 0.25 1.1 0.90 0.75 0.52 0.63 0.38 0.62 0.34 0.29 0.53 0.022 0.075
Mo * 0.55 <0.20 0.42 0.23 0.28 0.56 0.40 0.71 1.3 0.50 0.24 1.2 0.27 0.72 0.53 0.20 0.65
Sb 0.50 <0.017 0.081 <0.017 0.13 0.81 4.2 1.8 2.4 0.90 0.53 0.89 0.81 0.44 0.96 0.017 0.056
Cs * 0.19 0.043 0.062 0.079 0.064 0.26 0.16 0.11 0.072 0.19 0.074 0.15 0.071 0.054 0.11 0.0096 0.032
Ba * 7.0 1.8 1.5 1.2 2.0 4.1 3.8 6.6 8.1 3.8 2.6 5.0 4.3 5.2 4.1 0.60 2.0
La * 0.29 0.20 0.22 0.21 0.22 0.28 0.27 0.32 0.43 0.26 0.25 0.30 0.25 0.24 0.27 0.015 0.051
Ce * 0.34 0.21 0.24 0.20 0.23 0.33 0.30 0.42 0.64 0.29 0.28 0.36 0.29 0.27 0.31 0.016 0.053
Sm * 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.21 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * 0.33 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.10 0.85 <0.058 <0.058 0.30 <0.058 <0.058 0.13 0.058 0.19
Ta * 1.6 0.85 0.86 0.84 0.53 0.52 0.52 0.50 0.50 0.51 0.51 0.53 0.50 0.50 0.66 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 25 4.3 7.6 8.2 6.8 30 27 22 30 18 13 21 11 13 17 1.6 5.4
Cd ** 0.68 0.13 0.16 0.19 0.18 0.62 0.44 0.44 0.54 0.54 0.26 0.41 0.23 0.21 0.36 0.026 0.087
OC 3.3 1.1 1.3 1.7 2.1 4.2 3.9 6.5 7.0 3.9 4.1 4.0 2.8 3.0 3.5 0.17 0.57
EC 1.0 0.23 0.29 0.40 0.63 1.3 1.2 2.2 3.1 1.1 1.2 1.4 0.82 0.95 1.1 0.019 0.064

WSOC ** 2.2 0.65 0.92 1.1 1.3 2.6 2.7 3.9 3.3 2.3 2.7 2.4 1.6 1.7 2.1 0.20 0.66
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
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泉大津市役所
検出下限値 定量下限値
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資料４　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の冬季分析結果

H25.1.24 H25.1.25 H25.1.26 H25.1.27 H25.1.28 H25.1.29 H25.1.30 H25.1.31 H25.2.1 H25.2.2 H25.2.3 H25.2.4 H25.2.5 H25.2.6 冬季平均値

21.1 5.0 6.2 8.0 9.0 22.3 24.0 24.6 23.0 16.3 15.1 20.9 10.0 12.7 15.6 - -

Ｃｌ⁻ 0.039 0.13 0.14 0.080 0.18 0.20 0.14 0.27 0.34 0.12 0.13 0.24 0.19 0.12 0.17 0.019 0.063
ＮＯ₃⁻ 1.1 0.47 0.52 0.71 1.1 2.5 1.2 3.0 3.1 1.1 0.94 3.1 1.1 2.3 1.6 0.069 0.23
ＳＯ₄²⁻ 7.4 1.2 1.9 2.5 2.1 6.3 9.6 5.5 4.2 5.1 3.7 5.7 2.9 3.7 4.4 0.031 0.10
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.11 0.019 0.037 0.052 0.055 0.12 0.13 0.13 0.15 0.14 0.11 0.12 0.070 0.060 0.093 0.003 0.010

Ｎａ⁺ 0.11 0.21 0.12 0.071 0.097 0.080 0.087 0.092 0.095 0.15 0.18 0.16 0.23 0.057 0.12 0.021 0.070
ＮＨ₄⁺ 3.2 0.53 0.92 1.2 1.2 3.1 3.9 2.9 2.5 2.2 1.6 3.1 1.4 2.2 2.1 0.034 0.11
Ｋ⁺ 0.17 0.038 0.048 0.055 0.061 0.18 0.18 0.21 0.22 0.12 0.12 0.13 0.094 0.070 0.12 0.0079 0.026

Ｍｇ²⁺ 0.018 0.025 0.015 0.0099 0.012 0.017 0.016 0.011 0.011 0.021 0.021 0.020 0.027 0.0062 0.016 0.0020 0.0066
Ｃａ²⁺ 0.049 0.063 0.026 0.029 0.033 0.058 0.053 0.044 0.066 0.031 0.028 0.045 0.038 0.030 0.042 0.015 0.049
Na 110 220 130 82 110 84 98 80 83 160 190 160 240 180 140 6.1 20
Al 45 31 14 <13 20 51 79 38 37 30 29 40 26 76 37 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 140 39 45 54 57 160 170 190 190 110 110 120 88 190 120 2.9 9.6
Ca 5.7 4.4 <2.2 4.9 3.6 15 8.8 4.4 7.0 3.2 4.1 4.3 4.2 8.7 5.7 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.19 0.074 0.13 0.42
Ti * 6.6 3.3 <1.6 <1.6 5.4 3.1 9.0 8.4 4.0 <1.6 3.8 19 6.3 5.5 5.5 1.6 5.3
V 2.9 0.95 0.96 1.4 1.3 3.2 1.7 1.8 1.7 3.8 0.42 2.6 0.43 4.4 2.0 0.025 0.084
Cr <0.68 5.8 3.3 1.6 <0.68 <0.68 6.5 0.93 <0.68 <0.68 <0.68 2.2 <0.68 4.2 1.9 0.68 2.3
Mn * 9.8 3.0 2.8 3.3 6.3 15 13 12 12 5.1 2.8 11 5.7 13 8.2 0.18 0.59
Fe 72 86 46 72 49 130 150 99 110 58 30 110 44 130 85 12 40
Co * 0.095 0.068 0.046 <0.031 <0.031 0.056 0.099 0.047 0.034 0.046 <0.031 0.24 <0.031 0.096 0.064 0.031 0.10
Ni 0.79 3.0 2.3 <0.45 <0.45 1.2 3.5 1.8 0.71 1.4 2.7 2.2 0.67 3.7 1.7 0.45 1.5
Cu * 2.1 0.82 1.1 0.80 1.4 2.8 3.4 4.4 3.3 2.4 0.87 3.5 2.8 3.3 2.4 0.71 2.4
Zｎ 30 8.3 15 19 29 51 36 41 49 25 15 41 28 48 31 0.96 3.2
As 1.6 0.36 0.55 0.77 0.62 2.5 1.8 1.3 0.85 2.0 1.3 1.5 0.78 1.7 1.3 0.017 0.057
Se * 1.2 0.17 0.21 0.34 0.24 2.5 1.2 0.93 0.83 1.1 0.43 0.96 0.53 1.3 0.85 0.042 0.14
Rb * 0.79 0.20 0.24 0.32 0.22 0.98 0.95 0.75 0.63 0.54 0.39 0.64 0.37 1.1 0.58 0.022 0.075
Mo * 0.54 0.33 0.55 0.37 0.45 0.59 0.68 0.83 0.40 0.53 ＜0.20 0.96 0.29 0.69 0.52 0.20 0.65
Sb 0.80 0.22 0.36 0.58 0.41 1.1 1.1 1.9 1.8 1.1 0.55 1.2 0.71 0.88 0.91 0.017 0.056
Cs * 0.15 0.034 0.042 0.064 0.031 0.20 0.15 0.097 0.052 0.13 0.055 0.14 0.058 0.18 0.099 0.0096 0.032
Ba * 1.5 <0.60 <0.60 <0.60 1.5 3.8 3.3 3.7 3.3 2.2 1.9 3.1 1.8 7.2 2.4 0.60 2.0
La * 0.093 0.036 0.031 0.034 0.037 0.077 0.12 0.13 0.16 0.094 0.090 0.099 0.073 0.15 0.087 0.015 0.051
Ce * 0.11 0.074 0.057 0.039 0.060 0.11 0.21 0.23 0.31 0.16 0.18 0.18 0.14 0.24 0.15 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 <0.058 0.12 0.12 0.091 0.31 0.071 <0.058 0.45 0.17 0.13 0.12 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.29 0.11 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 19 4.5 5.8 7.2 4.6 23 23 19 26 13 11 17 8.6 23 15 1.6 5.4
Cd ** 0.59 0.095 0.23 0.14 0.12 0.52 0.41 0.47 0.45 0.40 0.20 0.40 0.15 0.65 0.34 0.026 0.087
OC 3.4 0.97 1.3 2.1 2.7 4.7 3.6 6.2 7.0 3.7 4.4 3.7 2.6 2.1 3.5 0.17 0.57
EC 0.92 0.16 0.30 0.48 0.79 1.4 1.2 1.8 1.9 0.92 1.2 1.4 0.71 0.74 0.99 0.019 0.064

WSOC ** 2.3 0.65 0.96 1.2 1.5 2.6 2.5 3.7 3.6 2.3 2.7 2.2 1.5 1.4 2.1 0.20 0.66
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
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資料４　　PM2.5質量濃度及び各種成分濃度の冬季分析結果

H25.1.24 H25.1.25 H25.1.26 H25.1.27 H25.1.28 H25.1.29 H25.1.30 H25.1.31 H25.2.1 H25.2.2 H25.2.3 H25.2.4 H25.2.5 H25.2.6 冬季平均値

22.5 4.2 3.4 8.6 11.7 26.4 30.3 31.9 33.6 19.3 17.4 25.7 12.8 16.6 18.9 - -

Ｃｌ⁻ 0.038 0.14 0.10 0.059 0.20 0.36 0.36 0.46 2.7 0.24 0.28 0.56 0.36 0.26 0.44 0.019 0.063
ＮＯ₃⁻ 1.3 0.45 0.40 0.48 1.4 4.8 2.4 4.4 5.9 2.2 1.2 3.9 1.5 3.2 2.4 0.069 0.23
ＳＯ₄²⁻ 8.2 1.2 2.1 2.7 2.7 6.4 10 4.4 4.6 6.1 4.1 6.4 3.1 3.6 4.7 0.031 0.10
Ｃ2Ｏ4²⁻ ** 0.13 0.023 0.041 0.059 0.058 0.13 0.13 0.11 0.15 0.15 0.14 0.14 0.073 0.059 0.10 0.003 0.010

Ｎａ⁺ 0.14 0.19 0.14 0.094 0.11 0.10 0.091 0.076 0.13 0.20 0.22 0.21 0.28 0.053 0.15 0.021 0.070
ＮＨ₄⁺ 3.3 0.52 0.96 1.2 1.5 3.8 4.7 3.0 4.6 2.9 1.9 3.6 1.7 2.4 2.6 0.034 0.11
Ｋ⁺ 0.18 0.032 0.053 0.056 0.065 0.20 0.20 0.17 0.20 0.14 0.13 0.14 0.10 0.070 0.12 0.0079 0.026

Ｍｇ²⁺ 0.021 0.024 0.018 0.013 0.014 0.018 0.018 0.0085 0.019 0.022 0.028 0.024 0.033 0.0083 0.019 0.0020 0.0066
Ｃａ²⁺ 0.046 0.044 0.030 0.027 0.039 0.063 0.057 0.064 0.11 0.043 0.051 0.055 0.058 0.034 0.052 0.015 0.049
Na 160 210 170 120 130 110 110 91 110 190 200 160 240 44 150 6.1 20
Al 71 20 30 34 26 54 82 49 50 30 38 36 20 25 40 13 43
Si * - - - - - - - - - - - - - - - - -
K 170 35 59 56 67 190 190 180 180 120 110 110 79 64 120 2.9 9.6
Ca 8.7 3.8 4.7 3.5 5.3 9.3 9.0 8.6 8.3 4.7 6.2 6.4 4.1 2.4 6.1 2.2 7.2
Sc <0.13 <0.13 <0.13 0.16 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 <0.13 0.072 0.13 0.42
Ti * 4.1 4.6 2.5 <0.8 3.1 4.8 4.7 8.4 13 4.1 3.9 8.1 2.9 5.8 5.1 1.6 5.3
V 4.3 0.92 2.4 1.8 3.2 5.2 2.4 5.2 2.4 7.3 2.8 3.9 0.83 2.7 3.2 0.025 0.084
Cr <0.68 <0.68 2.7 1.1 2.3 <0.68 1.3 1.6 2.3 2.6 1.5 2.8 1.7 13 2.4 0.68 2.3
Mn * 11 2.8 4.1 3.5 7.0 17 15 18 20 10 6.5 18 6.3 11 11 0.18 0.59
Fe 100 32 78 47 88 170 150 200 210 110 66 170 68 180 120 12 40
Co * 0.068 <0.031 0.070 0.039 0.047 0.070 0.052 0.081 0.086 0.086 <0.031 0.082 0.14 0.16 0.072 0.031 0.10
Ni 2.1 2.0 2.7 1.8 2.2 2.2 0.87 2.9 2.2 3.5 1.1 3.1 1.5 7.6 2.6 0.45 1.5
Cu * 3.6 <0.71 1.3 1.7 3.6 6.9 6.5 10 12 4.6 3.6 7.0 3.7 6.1 5.1 0.71 2.4
Zｎ 43 8.4 21 16 32 53 42 260 100 42 41 71 30 80 60 0.96 3.2
As 1.8 0.35 0.68 0.92 0.91 3.0 2.2 1.2 1.1 2.6 1.4 1.5 0.73 0.56 1.4 0.017 0.057
Se * 1.3 0.22 0.31 0.37 0.39 3.7 1.5 0.98 1.5 1.3 0.51 0.90 0.40 0.45 0.99 0.042 0.14
Rb * 0.96 0.17 0.31 0.33 0.34 1.2 1.1 0.81 0.59 0.74 0.40 0.62 0.36 0.29 0.59 0.022 0.075
Mo * 0.67 <0.20 0.75 0.58 0.98 0.92 0.75 1.5 1.3 1.4 0.67 1.4 0.48 1.4 0.92 0.20 0.65
Sb 0.85 0.17 0.30 0.31 0.68 2.5 2.1 3.4 3.5 1.1 0.88 1.1 1.2 1.0 1.4 0.017 0.056
Cs * 0.18 0.031 0.054 0.070 0.062 0.27 0.17 0.10 0.065 0.20 0.062 0.14 0.059 0.047 0.11 0.0096 0.032
Ba * 3.4 <0.60 <0.60 <0.60 4.1 7.3 6.5 13 10 2.4 4.0 3.3 3.2 8.9 4.8 0.60 2.0
La * 0.12 0.031 0.033 0.033 0.056 0.10 0.13 0.19 0.32 0.12 0.081 0.14 0.086 0.050 0.11 0.015 0.051
Ce * 0.15 0.030 0.051 0.050 0.090 0.15 0.23 0.35 0.65 0.20 0.15 0.25 0.16 0.11 0.19 0.016 0.053
Sm * <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 <0.029 0.029 0.096
Hf * <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 <0.35 0.35 1.2
W * 0.086 <0.058 <0.058 <0.058 0.12 0.16 0.13 0.28 0.55 0.17 0.059 0.40 0.15 0.16 0.17 0.058 0.19
Ta * <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 <0.19 0.19 0.63
Th * - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pb 22 4.0 7.2 8.2 11 31 28 26 26 18 12 20 9.4 7.5 16 1.6 5.4
Cd ** 0.67 0.095 0.12 0.15 0.17 0.64 0.48 0.45 0.50 0.57 0.24 0.45 0.22 0.19 0.35 0.026 0.087
OC 3.8 1.2 1.6 2.0 2.8 4.7 4.3 5.8 6.8 4.2 4.3 4.0 3.1 3.0 3.7 0.17 0.57
EC 0.99 0.21 0.40 0.51 1.0 2.2 2.1 2.4 2.9 1.1 1.3 1.7 1.1 1.5 1.4 0.019 0.064

WSOC ** 2.4 0.65 0.91 1.1 1.4 2.6 2.7 3.2 3.4 2.5 2.7 2.4 1.6 1.6 2.1 0.20 0.66
※OC：有機炭素
 　EC：元素状炭素
   WSOC：水溶性有機炭素
注1）平均値は、検出下限値未満の値を検出下限値の1/2として算出した。
注2）表中の"-"は分析をしていないことを示す。
注3）表中の"*"は成分分析ガイドラインの実施推奨項目を示す。
注4）表中の"**"は成分分析ガイドラインにない項目を示す。
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カモドールＭＢＳ
検出下限値 定量下限値

PM2.5質量濃度（単位：μ g/m³）

各
種
成
分
濃
度

①イオン成分
（単位：μ g/m³）

②無機元素成分
(ｎg/m³)

③炭素成分※

（μ g/m3)
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